
１１９情報 
 

■ 区内の火災状況 都筑消防署 

 
【５月中３件】５月10日 茅ケ崎東一丁目 建物火災  ５月14日 南山田町 建物火災 

       ５月22日 佐江戸町     建物火災 

 

■ 区内の救急状況 

 
※ 令和６年の数値は速報値のため、変更になる場合があります。 
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区 連 会 ６ 月 定 例 会
令 和 ７ 年 ６月 20日 
都  筑  消  防  署 



 
 
 
こんな日は熱中症に 

 
 
 
 

 
 
熱中症になった時の 
意識がある、反応が正常な時 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

・119 番通報を行う 
・涼しい場所へ避難させる 
・衣服を脱がせ、身体を冷やす 

・気温、湿度が高い 
・風が弱い 
・急に暑くなった 

意識がない、反応がおかしい時 
 

・涼しい場所へ避難させる 
・衣服を脱がせ、身体を冷やす 
・水分・塩分を補給する 

 

・暑いときは無理をしない 
・日陰を利用し、こまめに休憩をする 
・日傘、帽子の使用、涼しい服装をする 
・こまめに水分・塩分補給を行う 

 

熱中症に注意しましょう。 

処置 



 

 

GREEN×EXPO 2027の機運醸成について【情報提供】 

 

１ 趣旨   
  GREEN×EXPOの開催に向けた機運醸成の取組として、GREEN×EXPO 2027特別仕様ナンバー

プレート及び新プロジェクト「Blooming RING Action」について情報提供させていただき

ます。 

  

２ お願いしたいこと 

 【区連長】  ご承知おきください。 

 【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

 【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 
 

３ 内容（添付の記者発表資料をご参照ください） 

 (1) GREEN×EXPO 2027 特別仕様ナンバープレートのデザイン及び交付開始日等を決定 

    令和７年５月３日（土）に、GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会）の開催

を記念した特別仕様のナンバープレートのデザイン及び交付スケジュールが国土交通

省から発表されました。６月９日（月）から事前申込の受付が開始され、７月14日（月）

から交付が開始されます。 

 

 (2) 新プロジェクト「Blooming RING Action」を発足 

    令和７年５月16日（金）に、「一人でも多くの来場者が自分事にできるように」という

想いを込めた新プロジェクト「Blooming RING Action」が公式アンバサダー芦田愛菜さ

んから発表されました。Blooming RINGを着用したプロジェクト賛同者の写真を撮影し、

ポスターやホームページ等で展開するなどにより、開催に向けた一人ひとりの応援の想

いの輪を共有し、今後もより一層EXPO開催に向けた機運醸成を進めます。 
 
 
 
 
   
 
 
 
 脱 炭 素 ・ G R E E N × E X P O 推 進 局 

G R E E N × E X P O 推 進 課  広 報 担 当 
電話 045-671-4627 /FAX 045-212-1223 
メール da-greenexpo@city.yokohama.lg.jp 

市 連 会 ６ 月 定 例 会 説 明 資 料 
令 和 ７ 年 ６ 月 1 2 日 
脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 
G R E E N × E X P O 推 進 課 



 

 

報道関係者各位 

 

2025年5月３日 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

GREEN×EXPO 2027 特別仕様ナンバープレートの 

デザイン及び交付開始日等を決定！！ 

~事前申込の受付は6月9日から開始！~ 

 

国土交通省が発行する、GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会）の開催を記念した

特別仕様のナンバープレートのデザイン及び交付スケジュールが決定されましたので、以下のとお

りお知らせします。 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会(会長:十倉雅和、所在地:横浜市中区)がデザインし

た特別仕様ナンバープレートは、日本全国での普及を通じて多くの方々に GREEN×EXPO 2027 を

身近に感じてもらい、GREEN×EXPO 2027 の開催機運の醸成を図ることを目的としています。 

2025 年 6 月 9 日（月）から事前申込の受付が開始され、2025 年７月 14 日（月）から交付が開

始されます。 

 

 

 

● 特別仕様ナンバープレートのデザイン 

 登録自動車（自家用） 登録自動車（事業用） 軽自動車（自家用） 
(

寄
付
金
あ
り) 

フ
ル
カ
ラ
ー
版 

 

 

  

 

 

(
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付
金
な
し) 

モ
ノ
ト
ー
ン
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特別仕様ナンバープレートのデザイン等 

giaIP 

同時発表：国土交通省 



 

本件に関するお問合せ先 

【特別仕様ナンバープレート発行スケジュール・手続等について】 

国土交通省 物流・自動車局 自動車情報課 (担当：山本・福本・大塚) 

電話：03-5253-8111（内線:41145、42103）直通：03-5253-8588 

【特別仕様ナンバープレートのデザインについて】 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 機運醸成部機運醸成課 (担当：三堀) 

Tel：045-307-2031 

GREEN×EXPO 2027 開催概要 

名 称   ２０２７年国際園芸博覧会 

         (International Horticultural Expo 2027, Yokohama, Japan) 

正 式 略 称  GREEN×EXPO 2027 (グリーンエクスポニーゼロニーナナ) 

開 催 場 所  神奈川県横浜市 

開 催 期 間  2027年３月19日(金)～ 2027年９月26日(日) 

テ ー マ  幸せを創る明日の風景 ～Scenery of the Future for Happiness～   

博覧会区域  約100ha(内、会場区域80ha) 

ク ラ ス    A１(最上位) クラス(AIPH承認＋BIE認定)  

参 加 者 数  1500万人（有料来場者数：1,000万人以上） 

公式サイト  https://expo2027yokohama.or.jp/ 

公式マスコットキャラクター 

「トゥンクトゥンク」 

● 交付期間等 

申込受付：2025 年 6 月 9 日（月）から 

交付期間：2025 年 7 月 14 日（月）から 2027 年 11 月 30 日（火）まで 

 

● 申込み方法  

ご自身で「希望番号・図柄ナンバープレート申込サービス」のウェブサイト

（https://www.kibou-number.jp）からお申込みいただくか、もしくは、 

お近くのディーラー、整備工場、行政書士等にご相談ください。 

 

● 料金 

上記ウェブサイトにて2025年５月下旬頃に公表予定です。 

 

● 対象車両 

新車・中古車の購入時だけでなく、現在お乗りの自動車の車検時などいつでも番号を変更するこ

となく、特別仕様ナンバープレートに交換が可能です。 

 

● 寄付金の活用 

フルカラー版の特別仕様ナンバープレートの申込み時にいただいた寄付金（1,000円以上）

は、GREEN×EXPO 2027の開催に関連した交通サービスの充実等に充てられる予定です。 

※寄付金無しの場合は、モノトーン版の特別仕様ナンバープレートとなります。 

交付スケジュール等 

giaIP 



 

報道関係者各位 

NEWS RELEASE 
 

2025年5月16日 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

GREEN×EXPO 2027に向けて広げる“応援の輪”  

新プロジェクト「Blooming RING Action」を発足 

「Blooming RING」の無料配布をスタート 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会（会長：十倉雅和、所在地：横浜市中区）は、

GREEN×EXPO 2027 (正式名称「２０２７年国際園芸博覧会」)の開催に向けて、応援の輪を広げ

る新プロジェクト「Blooming RING Action（ブルーミング リング アクション）」を発足いたしま

す。 

 

■Blooming RING Actionについて 

GREEN×EXPO 2027 は、地球に生きる私たち一人一人も含めた、すべての生命が主役とな

り、「幸せを創る明日の風景」を、皆さんと一緒に考え、世界に向けて発信する場です。今回発

表を行った「Blooming RING Action」は、GREEN×EXPO 2027 に関心をもち、本博覧会を応

援する仲間に加わってほしい、という想いを込めた参加型アクションプロジェクトです。 

本プロジェクトでは、GREEN×EXPO 2027 の応援のシンボルとして、Blooming RING を配

布いたします。「We are Blooming」を合言葉に Blooming RING を装着し、応援の意を込めた



 

「Blooming ポーズ」をとることで、皆さまの“応援の輪“を可視化し、GREEN×EXPO 2027 開

催への盛り上がりを育ててまいります。 

本プロジェクトは、GREEN×EXPO 2027開催地の横浜市を皮切りに、関連するイベント会場を

はじめ、首都圏等の様々な場所でBlooming RINGを配布予定です。また、ご協力をいただける方

を対象に、「Bloomingポーズ」をとったポートレートを撮影し、今後の様々な広報活動に活用して

いきます。 

GREEN×EXPO 2027のテーマである「幸せを創る明日の風景」に向けて、「Blooming RING 

Action」という身近なアクションを通じて、本博覧会の“応援の輪”が大きく広がっていくことを期

待しています。 

 

＜Blooming RING Action 公式ステートメント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Blooming RING Action 公式サイト＞ https://bloomingring.expo2027.jp/ 

 

 

 

      

  

 

＜Blooming RING＞ ＜ポートレートイメージ＞ 

https://bloomingring.expo2027.jp/


 

＜Blooming ポーズ＞ 

親指と人差し指を交差させてハートをつくるもので、 

GREEN×EXPO 2027 開催への期待感に胸がときめく 

（トゥンクする）という意味を表した応援ポーズです。 

合言葉は「We are Blooming !」 

 

■Blooming RING Action 今後の展開 

Blooming RING は開催地の横浜を皮切りに、様々なジャンルのイベント会場や拠点で配布予

定です。 

※Blooming RINGの配布数には限りがございます。予めご了承ください。 

※Blooming RING Actionへの参加は無料ですが、イベント会場により入場料等がかかる場合がござ

います。各イベントの公式サイトにてご確認お願いします。 

※各イベントの開催可否などの最新情報は、各イベントの公式サイトおよびBlooming RING Action

公式サイトにてご確認ください。 

 配布予定会場・日程  （実施イベントは Blooming RING Action 公式サイトで順次公開） 

「Yokohama Nature Week 2025」 

会 場 ：こども自然公園（横浜市旭区大池） 

配布日程 ：2025 年 5 月 18 日(日) 

公式サイト ：https://www.sotetsu.co.jp/ynw/ 

「GREENROOM FESTIVAL 20th Anniversary」 

会 場 ：横浜赤レンガ倉庫（横浜市中区新港） 

配布日程 ：2025 年 5 月 24 日(土)・25 日(日) 

公式サイト ：https://greenroom.jp/ 

「ハマフェス Y166」 

会 場 ：横浜セントラルタウン（馬車道、関内、山下公園通り、横浜中華街、元町・山手） 

配布場所 ：山下公園（横浜市中区山下町） 

配布日程 ：2025 年 5 月 24 日(土) 

公式サイト ：https://www.y151-200.com/ 

「第 44 回横浜開港祭」 

会 場 ：臨港パーク及びみなとみらい 21 地区、新港地区、その他周辺 

配布場所 ：臨港パーク（横浜市西区みなとみらい） 

配布日程 ：2025 年 5 月 31 日(土)・6 月 1 日(日) 

公式サイト ：https://www.kaikosai.com/ 

 

https://www.sotetsu.co.jp/ynw/
https://greenroom.jp/
https://www.y151-200.com/
https://www.kaikosai.com/


 

本件に関するお問合せ先 

○Bloomin RING Actionに関すること 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 機運醸成部機運醸成課 担当：河野・藤川 

TEL：045‐307‐2031 

○GREEN×EXPO 2027 PR事務局（株式会社プラチナム内） 担当：星野・河村・小野 

MAIL：greenexpo2027_pr@vectorinc.co.jp 

TEL：03-5572-6072 FAX：03-5572-6075 
 

GREEN×EXPO 2027 開催概要 

名 称   ２０２７年国際園芸博覧会 

         (International Horticultural Expo 2027, Yokohama, Japan) 

正 式 略 称   GREEN×EXPO 2027 (グリーンエクスポニーゼロニーナナ) 

開 催 場 所   神奈川県横浜市 

開 催 期 間   2027年３月19日(金)～ 2027年９月26日(日) 

テ ー マ  幸せを創る明日の風景 ～Scenery of the Future for Happiness～   

博覧会区域  約100ha(内、会場区域80ha) 

ク ラ ス    A１(最上位) クラス(AIPH承認＋BIE認定)  

参 加 者 数   1500万人（有料来場者数：1,000万人以上） 

公式サイト  https://expo2027yokohama.or.jp/ 

 

公式マスコットキャラクター 

「トゥンクトゥンク」 

■本プロジェクトに関するお問い合わせ 

２０２７年国際園芸博覧会協会（Blooming RING Action 担当） 

bloomingring@expo2027yokohama.or.jp 

 

 

 

mailto:bloomingring@expo2027yokohama.or.jp


 

報道関係者各位 

NEWS RELEASE 
 

2025年5月16日 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

合言葉は「We are Blooming」 

公式アンバサダー芦田愛菜さんご登壇  

GREEN×EXPO 2027 新プロジェクト発表会 
芦田さん、今後のプロジェクト展開のアイデアを語る「記念グラフィックに参加したい」 

“応援の輪”を広げるBlooming RING と、Bloomingポーズを初披露  

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会（会長：十倉雅和、所在地：横浜市中区）は、

GREEN×EXPO 2027 (正式名称「２０２７年国際園芸博覧会」)の公式アンバサダーである芦田愛

菜さんをお迎えし、GREEN×EXPO 2027の開催に向けた盛り上がりと応援する皆さまとの一体感

を高める新プロジェクト「Blooming
ブ ル ー ミ ン グ

 RING
リ ン グ

 Action
ア ク シ ョ ン

」の発表を行いました。本発表会では、芦田さ

んからGREEN×EXPO 2027への想いや新プロジェクトへの意気込みをお話しいただいたほか、今

後の展開やアイデアについて一緒に考えるトークを展開。GREEN×EXPO 2027の “応援の輪”を

広げていく参加のシンボルであるBlooming RINGを着用し、応援の意を込めたBloomingポーズも

披露いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
人差し指と親指を交差させる「Blooming ポーズ」披露の様子 



 

◼ GREEN×EXPO 2027 公式アンバサダー 芦田愛菜さんのコメント 

「GREEN×EXPO 2027」に対する想い 

開催まで、もうあと2年を過ぎたと思うと、楽し

みな気持ちが、より高まっています。  

また、“どんな、幸せを創る明日（あす）の風景が、

広がるんだろう”と想像がふくらんでいます。 

 

 

 

「Blooming RING Action」に対する感想 

ブルーミングリングですが、リバーシブルになっていて爽やかな素敵なデザインですね。 

このリングをつけて多くの人々とのつながりや、仲間として一緒にGREEN×EXPO 2027を 

盛り上げて応援できるっていうのは、すごく一体感を感じてワクワクします。 

このアクションへの参加をきっかけに、皆さんのGREEN×EXPO 2027への関心が、もっともっと

広がっていくと嬉しいです。 

芦田さんが考えるBlooming RING Actionのアイデアについて 

開催500日前に向けて、記念グラフィックを制作

するという話がありましたが、 

私もグラフィックに参加して、皆さんと一つのも

のをつくりあげてGREEN×EXPO 2027を一緒に

盛り上げていけたらと思います。 

 

 

 

GREEN×EXPO 2027 開催に向けたメッセージ 

GREEN×EXPO 2027の開催に向けて、『Blooming RING Action』が、本日からスタートします。

私も着けていますこのブルーミングリングがいろいろな場所に広まり、多くの人に身に着けて頂

いて、GREEN×EXPO 2027を応援する、つながりの輪に加わっていただけるとうれしいです。 

GREEN×EXPO 2027は、花や緑で彩られる圧倒的な風景のなかで、地球と生きる明日のあるべき

姿を、世界に向けて発信する、私たちの未来のためのEXPOです。私もアンバサダーとして引き続

き、GREEN×EXPO 2027の魅力を皆さまに伝えていきたいと思います。 

 



 

◼ Blooming RING Actionについて 

GREEN×EXPO 2027 開催に向けて応援の輪を広げる新たな取組「Blooming RING Action」

は、2025 年 5 月 16 日に発表されました。 

「Blooming RING Action」は、GREEN×EXPO 2027 に関心をもち、本博覧会を応援する仲間

に加わってほしい、という想いを込めた参加型アクションプロジェクトです。 

本プロジェクトでは、GREEN×EXPO 2027 の応援のシンボルとして、Blooming RING を配

布いたします。「We are Blooming」を合言葉に Blooming RING を装着し、応援の意を込めた

「Blooming ポーズ」をとってポートレートを撮影していただくことで、皆さまの“応援の輪“を

可視化し、 GREEN×EXPO 2027 開催への盛り上がりを育ててまいります。 

 

 

 

 

【Blooming RING Action 公式ステートメント】 

 

 

 

 

【公式サイト】 https://bloomingring.expo2027.jp/ 

 

 

 

 

＜Blooming RING Action 公式サイト＞ https://bloomingring.expo2027.jp/ 

 

 

「Blooming RING Action」を通じて、既に GREEN×EXPO 

2027 に関わっていただいている方々も含め、様々な方々との

盛り上がりのコラボレーションを拡げていければと思いま

す。「We are blooming」という合言葉は、「花が咲く、笑顔が

咲く、みんなが盛り上がる」という思いを込めたものです。 

ぜひ多くの人に Blooming RING Action という身近なアクシ

ョンを通じて、GREEN×EXPO 2027 の応援の輪に加わって

いただければと思います。 ２０２７年国際園芸博覧会協会  

機運醸成部長 太田喜久 

https://bloomingring.expo2027.jp/
https://bloomingring.expo2027.jp/


 

【Blooming RING Action 概要】 

①Blooming RING を GREEN×EXPO 2027 を PR するイベント会場等、様々な場所で配布 

②Blooming ポーズでポートレート撮影（撮影許可を頂ける方が対象） 

③撮影させて頂いたポートレートを特設 WEB サイトや広告等、様々な広報で展開 

                    

    

  

 

 

 

 

◼ 「GREEN×EXPO 2027 新プロジェクト発表会」開催概要 

【日時】2025 年 5 月 16 日（金）10:00～10:32 

【会場】TODA ホール＆カンファレンス東京 

【登壇者】※敬称略 

・公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 機運醸成部長 太田 喜久 

・GREEN×EXPO 2027 公式アンバサダー 芦田 愛菜 

【内容】   

・新プロジェクト発表・概要説明 

・公式アンバサダー 芦田 愛菜さんトークセッション/PR 演出 

・フォトセッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Blooming RING＞ ＜ポートレートイメージ＞ 



 

◼ 公式アンバサダー 芦田 愛菜さん 

2004 年 6 月 23 日生まれ 兵庫県出身 

5 歳で出演したドラマ「Mother」（日本テレビ/2010）で脚

光を浴び、「マルモのおきて」（フジテレビ/2011）では連続

ドラマ初主演。映画「ゴースト もういちど抱きしめたい」

（2010）で第 34 回日本アカデミー賞新人俳優賞を受賞、

「うさぎドロップ」（2011）と「阪急電車 片道 15 分の奇

跡」（2011）で第 54 回ブルーリボン賞新人賞を史上最年少で受賞。映画「パシフィック・リム」（2013）

ではハリウッドデビューも果たす。近年では映画「メタモルフォーゼの縁側」（2022）で第 47 回エ

ランドール賞新人賞を受賞。2023 年はドラマ「最高の教師」（日本テレビ）で第 117 回ザテレビジ

ョンドラマアカデミー賞助演女優賞、第 5 回野間出版文化賞をそれぞれ受賞している。 

2024 年 12 月 13 日公開の映画「はたらく細胞」に漆崎日胡役で出演し、第 48 回日本アカデミー賞

助演女優賞をするなど数々の映画、ドラマ、CM などで活躍している。 

 

 

 

 

 

本件に関するお問合せ先 

○Blooming RING Actionに関すること 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 機運醸成部機運醸成課 担当：河野・藤川 

TEL：045-307-2031 

○GREEN×EXPO 2027 PR事務局（株式会社プラチナム内） 担当：星野・河村・小野 

MAIL：greenexpo2027_pr@vectorinc.co.jp 

TEL：03-5572-6072 FAX：03-5572-6075 
 

GREEN×EXPO 2027 開催概要 

名 称   ２０２７年国際園芸博覧会 

         (International Horticultural Expo 2027, Yokohama, Japan) 

正 式 略 称  GREEN×EXPO 2027 (グリーンエクスポニーゼロニーナナ) 

開 催 場 所  神奈川県横浜市 

開 催 期 間  2027年３月19日(金)～ 2027年９月26日(日) 

テ ー マ  幸せを創る明日の風景 ～Scenery of the Future for Happiness～   

博 覧 会 区 域  約100ha(内、会場区域80ha) 

ク ラ ス    A１(最上位) クラス(AIPH承認＋BIE認定)  

参 加 者 数  1500万人（有料来場者数：1,000万人以上） 

公 式 サ イ ト  https://expo2027yokohama.or.jp/ 

 

公式マスコットキャラクター 

「トゥンクトゥンク」 



新プロジェクト「Blooming RING Action」 参考資料 

 

■「Blooming RING Action」公式サイト 

 https://bloomingring.expo2027.jp/ 

 

 

■イベントで撮影されたポートレート 

 

    



 
 

【横浜市国民健康保険】【後期高齢者医療制度】 

資格確認書等の一斉交付及び専用コールセンターの設置について【情報提供】 

 

 

１ 趣旨 

(1) 現行の紙の保険証の有効期限（令和７年７月 31日）を迎える前に、すべての方に「資

格確認書」または「資格情報のお知らせ」をお送りします。（７月中） 

 

(2) 国保、後期の加入者様向けの専用コールセンターを設置いたします。 

 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】専用コールセンターが開設されている旨、地区連合定例会等で周知をお願いし

ます。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。 

専用コールセンターが開設されている旨、定例会等で周知をお願いします。 

 

３ 情報提供内容 

  次の内容を記載した資料を単位会長宛に送付します。詳細は別添をご参照ください。 

(1) 専用コールセンターの情報 

 

       【専用コールセンター】 

TEL:０４５－５７７－４５９１ 

FAX:０４５－５７７－４５９２ 

令和７年６月 16日から令和７年８月 29日まで（土日祝日を除く） 

９時から 19時まで 

 

 

(2) その他 

    今回の一斉交付、マイナ保険証の使い方などのご質問等についてまとめています。 

市連会６月定例会説明資料 
令 和 ７ 年 ６ 月 1 2 日 
健 康 福 祉 局 保 険 年 金 課 
     医 療 援 助 課 

健康福祉局保険年金課（国民健康保険） 
担当 二瓶、稲川、松崎 
電話 045-671-2422 /FAX 045-664-0403 
メール kf-kokuho-skk@city.yokohama.lg.jp 
健康福祉局医療援助課（後期高齢者医療） 
担当 山口、藤井、伊藤 
電話 045-671-2409/FAX 045-664-0403 
メール kf-iryoenjo@city.yokohama.lg.jp 

 

tel:%EF%BC%90%EF%BC%94%EF%BC%95%EF%BC%8D%EF%BC%95%EF%BC%97%EF%BC%97%EF%BC%8D%EF%BC%94%EF%BC%95%EF%BC%99%EF%BC%91
mailto:kf-kokuho-skk@city.yokohama.lg.jp
mailto:kf-iryoenjo@city.yokohama.lg.jp


【横浜市国民健康保険、後期高齢者医療制度に加入されている皆さまへ】 

● 横浜市国民健康保険、後期高齢者医療制度の「資格確認書」または 

「資格情報のお知らせ」に関する専用コールセンターを設置します！ 
 

 【専用コールセンター】 

TEL:０４５－５７７－４５９１ 

FAX:０４５－５７７－４５９２ 
  令和７年６月 16日から令和７年８月 29日まで（土日祝日を除く） 

９時から 19時まで 

※マイナ保険証の使い方についても、お答えします。 

※横浜市国民健康保険、後期高齢者医療制度以外の健康保険の方は、ご加入中  

の健康保険にお問い合わせください。 

 

● 令和７年７月に送られてくる書類と保険証有効期限後の受診方法について 

  次の表のとおりです。 

保険証の有効期限（最長令和７年７月 31 日）後も、安心して受診をすることができます。 

※令和７年４月３日厚生労働省の事務連絡に基づき、後期の加入者様は一律で資格確認書が交付されることとなりました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 送られてくる書類 有効期限後の受診方法 

国保の加入者様 

マイナ保険証

がない方 

『資格確認書』 

保険証の代わりとなる書類です。 

有効期限は令和９年７月 31 日までです。 

資格確認書 

マイナ保険証

がある方 

『資格情報のお知らせ』 

※加入内容をお知らせする書類です。 

（単独で受診をすることはできません） 

マイナ保険証 

後期の加入者様 

マイナ保険証

がない方 
『資格確認書』 

保険証の代わりとなる書類です。 

有効期限は令和９年７月 31 日までです。 

資格確認書 

マイナ保険証

がある方 

マイナ保険証 

（又は資格確認書） 

 

＜国保の資格確認書イメージ＞ 

カードサイズ（健康保険証と同じ） 

薄灰色 

 

＜国保の資格情報のお知らせイメージ＞ 

A４サイズ・白色 

 

＜後期の資格確認書イメージ＞ 

パスポートサイズ（健康保険証と同じ） 

橙色 

 

tel:%EF%BC%90%EF%BC%94%EF%BC%95%EF%BC%8D%EF%BC%95%EF%BC%97%EF%BC%97%EF%BC%8D%EF%BC%94%EF%BC%95%EF%BC%99%EF%BC%91
tel:%EF%BC%90%EF%BC%94%EF%BC%95%EF%BC%8D%EF%BC%95%EF%BC%97%EF%BC%97%EF%BC%8D%EF%BC%94%EF%BC%95%EF%BC%99%EF%BC%91


 

● 資格確認書等に関する質問 

Q１ 「資格確認書」はどのような書類ですか 

保険証と同じように、医療機関等に提示することで受診をすることができる書類です。横浜市国民

健康保険はカードサイズ（薄灰色）、後期高齢者医療制度はパスポートサイズ（橙色）です。 

後期高齢者医療制度の加入者様全員と、横浜市国民健康保険の加入者様のうちマイナ保険証がな

い方にお送りします。 

 

Q２ 「資格情報のお知らせ」はどのような書類ですか 

加入情報を簡単にご確認いただくための書類となり、「資格情報のお知らせ」単独で受診をするこ

とはできません。 

横浜市国民健康保険の被保険者様のうちマイナ保険証がある方にお送りします。 

「資格情報のお知らせ」を受け取られた方は、引き続きマイナ保険証で受診ください。 

 

Ｑ３ 医療機関のカードリーダーが故障等で使えない場合に、マイナ保険証の被保険者は、どのように

受診すればいいのですか。 

  マイナ保険証の利用登録をしている方には、保険者から「資格情報のお知らせ」（※）を送付します。

マイナ保険証を利用できない医療機関等に受診する場合には、マイナ保険証と「資格情報のお知らせ」

を一緒に医療機関窓口に提示いただくことで、受診することができます。 

 

マイナ保険証について 

【マイナ保険証とは】 

  お持ちのマイナンバーカードを保険証としても利用することです。 

  この機会にマイナ保険証への切り替えをご検討ください。 

  ＜マイナ保険証の主なメリット＞ 

・過去のお薬情報や健康診断の結果に基づき質の高い医療を受けられます。 

・手続きなしで高額療養費の限度額を超える支払いが免除されます。 

・確定申告時に医療費控除が簡単にできます。 

 

マイナ保険証の利用登録は次の方法で簡単に行うことができます。 

 

【マイナ保険証の利用登録方法】 

  医療機関、薬局のカードリーダー等で利用登録をすることができます。 

  詳しい操作方法は、別紙１「マイナンバーカードの健康保険証利用の申込みは医療機関・薬局

の受付でもＯＫ！」または別紙２「セブン銀行ＡＴＭをつかったマイナ保険証の作り方」を参照

ください。 
 
【マイナ保険証の使い方】 

  医療機関、薬局のカードリーダーにマイナ保険証を読み取ることで使うことができます。 

  詳しい操作方法は別紙３「とっても簡単！マイナンバーカード」を参照ください。 



マイナンバーカードを医療機関・薬局にお持ちいただくだけで、
健康保険証として利用するための申込み手続きや、実際に利用いただくことが可能です！

医療機関・薬局の 受付でもOK！
当日その場でも
いいのね♪

健康保険証利用の
申込みのお問合せ先

マイナンバーカードの健康保険証利用の申込みは

顔認証付き
カードリーダーに

マイナンバーカードを置く

登録完了
同
意
取
得(

お
薬
情
報
な
ど)

利用

この画面から

お申込み

保険証登録未実施の
場合

次の画面へ

※カードリーダーのメーカーにより
画面が異なります

マイナンバーカードが
健康保険証として利用可能に！

※顔認証付きカードリーダーの機種によっては本人確認や同意取得の必要と
なるタイミングが、異なる場合があります。
※申込完了までに少々お時間をいただく場合がございます。
※転職・転居等により保険者が変わり手続が終了していない場合などには、
マイナ保険証で受診いただけないことがあります。

本
人
確
認(

顔
認
証
等)

別紙１



１分 で手続きが終わります！

必要なものはマイナンバーカードのみ

 
 

 
 

 

操作画面 

横浜市青葉区戸籍課 R6.9.12 

セブン銀行 ATM をつかった

マイナ保険証の作り方
たった5 回操作するだけ☝

 このボタンを 
押します 

 このボタンを 
押します 

別紙２



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 これで完成です 

 

 このボタンを 
押します 

 カードを 
入れます 

 裏面が上です 

 数字４ケタの暗証番号を入力 
 

01191387
線



別紙３



地域防災活動の支援に向けた研修「よこはま防災研修」のご案内【情報提供】 

 
１ 事業の趣旨 

  地域防災活動の支援に向けた研修「よこはま防災研修」では、町の防災組織（自治会・町 

内会等）において、防災・減災活動の担い手を育成し、地域防災・減災活動を推進してもら

うことを目的としています。 

  今回は、地域における防災活動の支援として、自治会・町内会員等向けに「よこはま防災

研修＜基礎編＞」と「よこはま防災研修＜支援編＞」の２つの研修をご案内させていただき

ます。 
 

２ お願いしたいこと 

  【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。 

定例会等で周知をお願いします。 

 

３ 研修の概要 

（１）内容 

   ①「よこはま防災研修＜基礎編＞」 
横浜市消防局が運用している「よこはま防災 e-パーク」のＷＥＢ研修を受講する形

式としています。災害に対する日頃の備えなどの自助、地域防災拠点の運営取組例を

通じた共助の紹介、いざという時の避難方法の確認など、防災の基礎を学び、町の防

災組織（自治会・町内会等）において、地域の防災の担い手の育成や地域の防災・減

災活動を推進する内容となっています。 

  ②「よこはま防災研修＜支援編＞」 
地域にアドバイザーを派遣し、防災まち歩きや安全マップ作成等を実施することに

より、地域の防災力向上に向けた取組を支援します。 

地域の方と話し合いながら、地形、戸建てやマンション等の住居種別など、地域の

実情に沿った研修を実施します。 

 

（２）実施期間 

   ①「よこはま防災研修＜基礎編＞」 
WEB研修のため 24時間いつでも受講できます。 

   ②「よこはま防災研修＜支援編＞」 
令和７年７月から令和８年３月（具体的な受講日は各自治会・町内会等と調整） 

 

 

 

 

 

 

市連会６月定例会説明資料 
令 和 ７ 年 ６ 月 1 2 日 
総 務 局 地 域 防 災 課 



４ 受講対象者について 

  ①「よこはま防災研修＜基礎編＞」 
自治会・町内会員、マンション管理組合員等を含む、どなたでもご受講いただけます。 

  ②「よこはま防災研修＜支援編＞」 
自治会・町内会員、マンション管理組合員

 
５ 受講方法について 

①「よこはま防災研修＜基礎編＞」  
【受講方法】以下の、URLや QRコードから受講できます。 

URL：https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/ 

 

QRコード： 

 

 

 

 

②「よこはま防災研修＜支援編＞」  
【申込期間】令和７年７月１日から 12月 26 日までとなります。 

【受講方法】以下の、URLや QRコードからお申込みいただけます。 

URL： 

https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/dc98a

afb-6148-4178-980d-4f7c7be24feb/start 

 

 

   QRコード： 

 

 
 
 
 

総務局地域防災課 
担当 佐久間、神田 
電話 045-671-3456 /FAX 045-641-1677 
メール so-chiikibousai@city.yokohama.lg.jp 

https://bousaie-park.city.yokohama.lg.jp/
https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/dc98aa
https://shinsei.city.yokohama.lg.jp/cu/141003/ea/residents/procedures/apply/dc98aa


令和７年度 よこはま防災研修のご案内

「基礎編」は、「よこはま防災e-パーク」
で学ぶWEB研修です。

目指せ！！
レベルアップ！

修了証も取得できるよ

防
ステップアップ編

事 例 発 表 会

動画で学びましょう

よこはま 防災研修

【お問合せ】 横浜市総務局地域防災課 045-671-3456 so-chiikibousai@city.yokohama.lg.jp

基礎編

どなたでも！

防災の
“これだけは
知ってほしい“

tel. mail

修災 研 支 援 編

よ こ は ま

横浜市消防局マスコットキャラクターハマくん

無料講座

風水害の備え

日頃の備え

町の防災組織

災害時の避難

クイズで確認！

まずは、自宅の対策を見直そう！

対 象

場 所

内 容

いつでもどこでも

オンライン！

必要な備えなど

防災の基礎を
学べます！

スマホ版も！

視聴はこちらから

クイズに挑戦



令和７年度 よこはま防災研修のご案内

※受講希望日の２ヵ月前までにお申し込みください。日程についてはアドバイザーから直接申請者に連絡します。

防

次のプログラムからご希望の内容をお選びください（複数可）

【お問合せ】 横浜市総務局地域防災課 045-671-3456 so-chiikibousai@city.yokohama.lg.jp

地域の

防災力向上に
役立つ

tel. mail

●地域特性に応じた基本的な災害の備え（目安時間30分）

●風水害への備え（目安時間30分～60分）

●地震への備え（目安時間30分～60分）

●グループワーク（目安時間60分）

「感震ブレーカー」設置していますか？
個人備蓄を日常生活に取り入れてみましょう！

家の周りの被害想定、ご存じですか？

マイ・タイムラインを作成してみましょう！
横浜市避難ナビで水害リスクを確認！

修災 研

よこはま 防災研修

内 容

対 象

横浜市電子申請サービス
(二次元コード）から
お申し込みください

お住まいの地域に

カスタマイズした
研修内容をご提案します

「地域の特性」に応じてしっかり学べる実践講座！

「災害が起きたら？」をケーススタディーで考えてみましょう！

※事前によこはま防災研修（基礎編）を受講することを推奨します。

ステップアップ編

事 例 発 表 会

支援編

基 礎 編

場 所 研修場所の確保をお願いします。アドバイザーが研修場所へ伺います。

申込方法

自治会・町内会、マンション管理組合（５人以上のグループでお申込みください）

お申込み

受付期間 令和7年７/１(火)～令和７年12/26(金)

横浜市危機管理室公式キャラクター
みなモル

横浜市危機管理室公式キャラクター
ハマらび

よ こ は

参加無料

ま

あなたの地域に

防災アドバイザー
が伺います

必須

92%
昨年度の受講者満足度

の実績！
それぞれ

「戸建て編」
「マンション編」
から選べます

＊昨年度受講者アンケートより

よこはま防災研修HPはこちら！



 
 
 

参議院選挙及び市長選挙に係る投票管理者・投票立会人の報酬改定について 
 
 
 日頃より各種選挙の執行にあたり、皆様方には多大なるご協力をいただき、改めて御礼申し上

げます。 

さて、参議院選挙及び市長選挙における投票管理者・投票立会人報酬については、４月定例会

において、概ね 1,500円程度の増額とお伝えしていたところですが、６月４日の「国会議員の選

挙等の執行経費の基準に関する法律の一部を改正する法律」の公布を受け、本市においても、次

のとおり報酬日額の引き上げを決定しました。 

 引き続き、自治会町内会の皆様におかれましては、公正かつ円滑な選挙執行について、ご理解・

ご協力のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
 
１ 報酬改定額について 
 

区  分 職  名 旧 報 酬 額 改 定 報 酬 額 改 定 額 

当日の投票所 
投票管理者 １３，０００円 １４，７００円 １，７００円 
投票立会人 １２，０００円 １３，６００円 １，６００円 

期日前投票所 投票立会人 １１，０００円 １２，５００円 １，５００円 
 

【参考】交替制とする場合の交替時間及び報酬（原則） 

職  名 投票時間 旧 報 酬 額 改 定 報 酬 額 

投票管理者 
前半：7:00～13:30 ６，５００円 ７，３５０円 
後半：13:30～20:00 ６，５００円 ７，３５０円 

投票立会人 
前半：7:00～13:30 ６，０００円 ６，８００円 
後半：13:30～20:00 ６，０００円 ６，８００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選挙管理委員会事務局選挙課 

水野、松山 

TEL 671－3335 

市連会 6 月定例会説明資料 
令和 7 年 6 月 1 2 日 
選挙管理委員会事務局 



 
地域の防犯力向上緊急補助金について【情報提供】 

 
１ 事業の趣旨 

  今年度実施している、「地域の防犯力向上緊急補助金」の制度について情報提供させてい

ただきます。 
是非、ご活用の参考にしていただければ幸いです。 

 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で周知をお願いします。 
 

３ 地域の防犯力向上緊急補助金の概要 

（１）対象団体 

   自治会町内会・地区連合町内会 

 

（２）補助対象経費 

   自治会町内会・地区連合町内会が地域の防犯力向上に向け実施する、公益的な取組で

あるもの 

 
（３）補助率/補助上限額 

   10 分の９/20 万円 
 
 
（４）申請期間 
   令和７年４月１日～10 月 31 日 

 
 
 
 

市連会６月定例会説明資料 
令 和 ７ 年 ６ 月 1 2 日 
市 民 局 地 域 防 犯 支 援 課 

市民局地域防犯支援課 
担当 小野寺、早野 
電話 045-671-3709 /FAX 045-664-0734 
メール sh-chiikibohan@city.yokohama.lg.jp 



Q 防犯活動って何をすればいい？
A 裏面に取組事例を掲載しています。参考にどうぞ♪

Q 取組内容が補助金の対象になるか不安💦

A 取組前に下記 受付センターへお気軽にご相談ください。

20万円

補助率10分の9

使えます!!

裏面あり

<お問合せ・申請先>

上 限

防犯緊急補助金 受付センター連絡先 ： 045-550-5125
受付時間：9:00～17:00(土日祝は除く)

ステップ１ やることを決める

ステップ２ 取組を行う、支払う

ステップ３ 申請する

ステップ４ 請求する

★手続き簡単 ４ステップ★

10月31日まで

※ 必ず領収書をお受け取りください。

よくある質問はこちらから→



取組事例

E-mail：sh-chiikibohan@city.yokohama.lg.jp
地域の防犯力向上緊急補助金 検索

補助金制度の詳細はこちら

自転車のかごや散歩用リードに防犯
ステッカーやタグを付けて、お買い
物・お散歩ついでに防犯パトロール

パトロ
ール中

地域で開催する高齢者サロンなどに
防犯講師を招いて防犯講座を開催

・地域住民を対象とする防犯講座、
講演会の講師派遣費用

・講座用チラシの印刷費

・防犯ステッカー、タグ購入費
・防犯ベスト購入費

⇒ファン付ベストで暑さ対策♪

パトロール

補助金活用例 補助金活用例

防犯パトロールの実施

付近に電柱が無い所に、防犯目的で
センサーライトを設置
例：家のフェンス、ベランダの手す

り、雨どいなどに設置

・機器購入費
⇒電源が取れない所には、ソーラー

ライト型も！
・設置工事費

補助金活用例

マンション敷地内の共⽤部分を撮影

する防犯カメラを設置

・防犯カメラ等の機器の購入費
・設置工事費

補助金活用例

【担当】
横浜市市民局地域防犯支援課

小野寺、早野
電 話：045-671-3709
ＦＡＸ：045-671-0734

【防犯カメラ参考情報】
道路等の公共空間を撮影する場合、
「地域防犯カメラ設置補助金制度」
があります。
・１台あたり上限28万円

（10分の９補助）
・申請期限 ７月31日

防犯講座の開催

センサーライト等の
灯りの整備

防犯設備機器の整備



自治会町内会館脱炭素化推進事業補助金の交付手続き等について【情報提供】 

１ 趣旨 

  ４月１日から申請受付を開始した「自治会町内会館脱炭素化推進事業補助金」について、

補助金の交付手続き等をご案内します。引き続き、補助金の活用についてご検討ください。 
 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 
 

３ 補助金交付の流れ 

申請にかかる手続きは、一定の時間がかかることが想定されますので、お早めの手続きを

お願いします。 

 
詳細は、「横浜市自治会町内会館脱炭素化推進事業補助金 募集案内」を 

ご覧ください。また、横浜市Webページでは、申請様式もダウンロードできます。 

 

４ 申請状況（６月６日時点速報値） 

  49件、31,547,000円（予算執行率 約20％） 

※予算上限に達し次第、受付を終了します。申請はお早めにお願いします。 

 

５ 参考 

一般照明用の蛍光ランプの製造は、2027年末で廃止されます。蛍光ランプからLED照明へ

の計画的な交換をご検討ください。 

【参考】環境省 HP 一般照明用の蛍光ランプの規制 https://www.env.go.jp/chemi/tmms/lamp.html  

★補助対象などに関するお問合せ・申請窓口 事業実施主体 

横浜市住宅供給公社 街づくり事業課 

（事務委託先） 

電話：045-451-7740（平日9:00～17:00） 

Email:yokohama-shoene@yokohama-kousya.or.jp 

市民局地域支援部地域活動推進課 

担当：佐藤、笹尾 

電話：045-671-2317 

Email:sh-chiikikatsudo@city.yokohama.lg.jp 

市連会６月定例会説明資料 

令 和 ７ 年 ６ 月 1 2 日 

市 民 局 地 域 活 動 推 進 課 

(市Web ページ) 



 

 

令和７年６月20日 

自治会町内会長各位 

 

都筑区更生保護協会 

会長 佐々田 賢一 

 
都筑区更生保護協会賛助金の募集について（お願い） 

 
 

 向暑の侯、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

 また、平素から、地域福祉の推進につきましては、ご高配を賜わり厚くお礼申しあげます。 

 さて、令和７年度都筑区更生保護協会総会が実施され、令和７年度事業計画等について承認

されました。都筑区更生保護協会は、別紙趣意書のとおり「社会を明るくする運動」などの推

進や、都筑区を犯罪や非行のない明るい地域とすることを目的に活動を行っている都筑保護司

会並びに都筑区更生保護女性会などの更生保護団体への支援を実施するため、地域の皆さまか

ら賛助金を募集させていただいております。 

 つきましては、自治会町内会関係者の皆さまにはご負担をおかけいたしますが、この趣旨に

ご賛同をいただき、令和７年度都筑区更生保護協会賛助金の募集につきまして、ご理解とご協

力を賜わりますようお願い申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
裏面あり 

区連会６月定例会説明資料 

令和７年６月 20 日 

都筑区更生保護協会 



１ 賛助金目安額（一世帯20円） 

    ＜自治会町内会名＞  

【目安額】 ＜目安額＞ 円 （＜対象世帯数＞世帯） 

※令和７年３月現在の自治会町内会加入世帯数です。 
※金額はあくまで予算をたてるための目安の金額です。 

 

２ 納入期限 

   令和７年12月26日（金）までにお願いいたします。 
 

３ 納入方法 

（１）お振込みの場合 
   同封の「振込依頼書」に必要事項をご記入のうえ、お近くの横浜農業協同組合本店・

各支店から下記口座へお振込みください。 
    なお、横浜農業協同組合様の社会貢献の一環として手数料は減免いただいております。

（他の金融機関をご利用されますと振込手数料がかかります。） 

 

（振込先） 
金融機関：横浜農業協同組合 東方支店 

      口座番号：普通預金 ３１７８７０８ 
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（２）ご持参の場合 
    都筑区更生保護協会事務局（横浜市都筑区社会福祉協議会内）まで直接ご持参くださ

いますようお願いいたします。（月～金曜日の午前９時から午後５時まで） 
                       
 
 

【事務局】 
横浜市都筑区社会福祉協議会 

                           都筑区荏田東４－１０－３ 
                           TEL：９４３－４０５８ 

FAX：９４３－１８６３ 
                           担当：浅賀・山本 



 

都筑区更生保護協会賛助金募集の趣意書 
 

都筑区更生保護協会 
 

都筑区更生保護協会は、法務省が主唱する「社会を明るくする運動」として、７

月から８月にかけて区内にある学校や公園などで非行や犯罪の防止に向けた啓発宣

伝活動を実施しています。また、地域社会における犯罪の未然の防止、更生保護推

進事業のため、都筑保護司会、都筑区更生保護女性会などの更生保護関係団体への

支援活動を行っております。 

都筑区更生保護協会は、この趣旨に賛同する皆さまに対し賛助金を募集するとと

もに、この資金は次に掲げる団体への助成や社会を明るくする運動の活動推進とし

て、また、更生保護思想の啓発宣伝のための広報事業に充てさせていただきます。 

 つきましては、令和７年度の賛助金の募集につきまして、地域の皆さまのご理解

とご協力をよろしくお願い申しあげます。 
 

◇都筑区社会を明るくする運動 

「社会を明るくする運動」は、「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の

チカラ」をテーマに、地域が一体となって、犯罪や非行を予防するとともに、罪を

犯した人たちの立ち直りを支え、社会の中で見守り、犯罪や非行のない「明るい社

会」を目指している全国的な運動です。 
 

◇都筑保護司会 

保護司は法務大臣から委嘱を受け、罪をおかした人の更生を助け、犯罪や非行防

止のため世論の啓発を喚起し、地域に奉仕する方々です。そして、区内の保護司の

活動を推進し援助する団体が保護司会です。 
 

◇都筑区更生保護女性会 

犯罪や非行のない明るい社会を実現するため、女性としての立場から、区内の犯

罪予防と犯罪や非行におちいった人たちの更生に協力している女性のボランティア

団体です。 
 

     ＜事務局＞ 

       都筑区更生保護協会(都筑区社会福祉協議会内) 

      都筑区荏田東４－１０－３ 電話：９４３－４０５８ 



 

 

 

 

令和７年６月20日 

自治会長・町内会長 様 

 

都筑区更生保護協会 

会長 佐々田 賢一 

 

「第31回都筑区社会を明るくする運動」へのご協力について（お願い） 

 

  時下ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。 

日頃より「社会を明るくする運動」につきまして、ご理解とご協力をいただき厚くお礼

申しあげます。 

 さて、本年も７月から「第31回都筑区社会を明るくする運動」を実施いたします。 

  つきましては、この運動のＰＲポスターの掲示について、ご協力をいただけましたら幸

いです。 

なお、ポスターの掲示期間は７月から８月までの２か月間を予定しておりますので、よ

ろしくお願い申しあげます。 

 

 

【「社会を明るくする運動」とは】 

犯罪や非行の防止と、罪を犯した人の立ち直りについて理解を深め、犯罪や非行のない

地域社会を作ろうとする全国的な運動です。本運動は、７月を強調月間として、全国各地

で街頭でのキャンペーンなどの啓発広報活動が行われております。 

 

 

 

                          【事務局】 

横浜市都筑区社会福祉協議会 

都筑区荏田東４－１０－３ 

TEL：９４３－４０５８ 

FAX：９４３－１８６３ 

担当：浅賀・山本 

区連会６月定例会説明資料 

令和７年６月 20 日 

都筑区更生保護協会 





＜問合せ＞ 

都筑区役所福祉保健センター 

福祉保健課運営企画係 

電話：948－2341  Fax：948－2354 

訪問者 

民生委員・児童委員が訪問する時期 

訪問の対象となる方 

 

ひとり暮 

らし高齢者「地域で見守り」推進事業のごあんない 
 

～横浜市「ひとり暮らし高齢者等『地域で見守り』推進事業」実施のお知らせ～ 

横浜市では、民生委員･児童委員、地域包括支援センター、区役所が連携し、日常の

相談支援や地域における見守り活動につなげていくため、75 歳以上のひとり暮らしな

どの皆様のご家庭を訪問する取組を行っています。 

お住まいの地区の民生委員･児童委員が、７月から９月にかけて、対象となる皆

様のお宅を訪問し、近況や日常生活の困りごとなどを伺います。 

訪問する民生委員･児童委員は身分証明書を携帯しています。また守秘義務があ

りますので、お困りごとがありましたら、安心してご相談ください。 

 

 

都筑区にお住まいの次の方 

・75 歳以上でひとり暮らしの方 
  
・75 歳以上の方だけで構成された世帯（夫婦や兄弟など）の方のうち 

次の地域にお住まいの方 
 

東山田一丁目～四丁目、東山田町、新栄町、早渕一丁目～三丁目、南山田町、 

南山田一丁目～三丁目、北山田一丁目～七丁目、すみれが丘、勝田町、 

勝田南一丁目・二丁目、茅ケ崎中央、茅ケ崎町、茅ケ崎東一丁目～五丁目、 

茅ケ崎南一丁目～五丁目、勝田団地、池辺町、加賀原一丁目・二丁目、佐江戸町、見花山、

富士見が丘、二の丸、川和町、川和台、葛が谷、高山、荏田東町、荏田東一丁目～四丁目、

大丸、荏田南町、荏田南一丁目～五丁目 

 

※ 地区の状況により、訪問対象を 80 歳以上としている場合があります。 

 

（注）・令和７年４月時点の住民基本台帳のデータを使用しますので、実際にはひとり暮らし

ではない場合や入院・入所をされている場合にも、お宅を訪問させていただくことが

あります。どうぞご了承ください。 

・昨年までに民生委員･児童委員が訪問させていただいた方、民生委員･児童委員と既 

につながりのある方、介護保険の認定を受けケアマネジャーと契約している方等は

対象外となるため、原則訪問はいたしません。 

 

 

各地域を担当している民生委員・児童委員 

※地域包括支援センターや都筑区役所福祉保健センター職員が訪問することもあります。 

 
 

令和７年７月～９月頃まで 

 

75 歳以上のひとり暮らしなどの皆様を対象に 

民生委員･児童委員等がお宅を訪問します 

区連会 6 ⽉定例会説明資料 

令 和 7 年 6 ⽉ 2 0 ⽇ 

都 筑 区 福 祉 保 健 課 



 

 
■ 民生委員･児童委員について 

 ⺠⽣委員･児童委員は、法律に基づき、地域からの推薦により
厚⽣労働⼤⾂から委嘱されています。 

⽣活の困りごとなどの相談を聞き、関係機関と連携して⽀援
へ繋げたり、⾼齢者のお宅を訪問する⾒守り活動を⾏ったりし
ています。また、地域の⽅の集いの場の運営や、さまざまな地
域の福祉活動に参加をしています。 

■ 地域包括支援センター（地域ケアプラザ）について 

 ⾼齢者が抱えるさまざまな相談を受け付け、介護保険をはじ
めとした医療や福祉等さまざまなサービスの情報提供を⾏って
います。 
 保健師⼜は看護師、社会福祉⼠、主任ケアマネジャーの専⾨の
スタッフがご相談に応じます。 

年末年始及び施設点検⽇（⽉１回）を除き、原則⼟曜・⽇曜・
祝⽇も開館していますが、ご相談にあたっては、あらかじめお電
話にてご連絡ください。 
 

※参考 



 

 

都筑区福祉保健活動拠点「かけはし都筑」の 

夜間・日祝日の利用方法の変更について（情報提供） 

 

 

いつも福祉保健活動拠点「かけはし都筑」をご利用いただきありがとうございます。 

令和８年４月から、各区福祉保健活動拠点において、利用予約のない夜間や日曜日・

祝日の利用方法を一部変更し、予約がない場合の閉館を開始します。 

御理解のうえ、御承知おきくださいますようお願い申し上げます。 

 

１ お願いしたいこと 

【地区連長】ご承知おきください。 

【単位会長】ご承知おきください。 

 

２ 変更の概要 

（１）利用予約の期限 

   変更前：空きがあれば、利用日当日まで予約可 

   変更後：夜間及び日祝日の利用のみ、利用日の前月上旬頃に締切 

 

（２）利用予約がない場合の閉館 

   利用予約のない「平日・土曜日の夜間（17～21 時）」及び「日曜日・祝日の終日

（９～17時）」に閉館します。いずれかの諸室に利用予約があれば開館します。 

 

３ 適用時期 

  令和８年４月利用分から 

 

 

４ その他 

  詳細は、今年度の秋ごろより別途、指定管理者より利用団体等に説明していきます。 

 

 

区 連 会 ６ 月 定 例 会 説 明 資 料 
令 和 ７ 年 ６ 月 2 0 日 
福 祉 保 健 課 

都筑区福祉保健課 事業企画担当 
担当 鈴野、西谷 
電話 045-948-2345 /FAX 045-948-2354 
メール tz-tifuku@city.yokohama.lg.jp 



 

 

 

勝田訓練場建替え工事の実施について 

 平素より、横浜市の消防行政に御理解・御協力いただき、誠にありがとうございます。 

 この度、勝田訓練場を消防職団員が実戦的な訓練を行うことができる訓練施設に建替えるた 

め工事を実施いたします。 

 工事期間中は、何かと御不便、御迷惑をおかけすることと存じますが、御協力のほどよろし

くお願いいたします。 
  

１ 案内図（都筑区勝田町 1091番地） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

２ 完成図（予定） 

 

構造     鉄骨造 

                             棟数/階数   １棟/２階建て 

                             基礎構造    杭基礎 

                             建築面積    17.30㎡ 

                             延床面積    36.12㎡ 

                             最高高さ    7.07m 

                             ２階床面高さ  3.50m 

 

 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

(1) ８月頃    コンクリート基礎の解体 

(2) ９月～11月頃 杭工事・鉄骨工事 

(3)  12月頃    植栽帯工事、完成 

 

区連会６月定例会説明資料 
令 和 ７ 年 ６ 月 ２ ０ 日 
消 防 局 警 防 課 

勝田橋 

南側立面図 北側立面図 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

都筑区制 30 周年記念事業  

実施報告書 

 

令 和 ７ 年 ５ 月 

都筑区ふるさとづくり委員会  

都筑区制 30 周年記念事業部会 

都 筑 区 役 所 
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○ はじめに                                                

 都筑区は、令和６年１１月６日に区制 30 周年を迎えました。都筑区制 30 周年記念事業（以下「周年

事業」といいます。）は、都筑区が誕生して 30 周年を迎えることを記念し、都筑区ふるさとづくり委員

会及び都筑区が中心となって、各種記念事業を実施したほか、地域・企業・団体等の皆様が行う区制

30 周年をお祝いする行事や取組を支援しました。 

 この報告書では、本事業の成果を次世代に引き継いでいくことを目的として、周年事業の概要及び

成果等について、まとめています。 

 

 

１ 事業概要                                                 

(1) 実施期間                                                          

   令和６年１月１日～12 月 31 日 

   ※令和５年秋口より区制 30 周年の機運醸成を図るため事前広報を開始。 

   ※都筑区制 30 周年記念ベンチの寄贈は令和７年３月に実施。 

 

(２) 実施目的                                                          

   区制 30 周年の節目を活かし、区民の皆様に都筑の歴史や人、多くの地域資源等を改めて知り、さ

らに都筑を好きになっていただく機会を作ることによる「住み続けたいまち」の実現 

 

(３) コンセプト                                                          

   「過去をたずねる」／「今を知る」／「未来を描く」の３つを軸にした取組の実施による「都筑愛」のさ

らなる醸成 

 

 

 

 

 

(４) 実施体制                                                           

  ア 地域の皆様との協働（都筑区制 30 周年記念事業部会の設立） 

地域の皆様と周年事業の企画・実施に係る意見交換や情報共有を行う組織として、都筑区ふる

さとづくり委員会（※）に「都筑区制 30 周年記念事業部会」を新たに設立 

※区民・企業・団体などの協働の促進、ふるさと意識の醸成などを図ることにより、交流が盛んでふ

れあいと賑わいのある住み続けたい都筑区を実現することを目的に、連合町内会自治会や区内の団

体によって構成されている委員会。 
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（ア） 構成 

都筑区制 30 周年記念事業部会 （※部会員の職名は R５.9 設置当時） 

部会長 吉野 富雄 都筑区連合町内会自治会 会長 

部会員 横手 美枝子 
都筑区連合町内会自治会 副会長 

（地域活性担当部会長） 

部会員 村田 輝雄 

都筑区懇話会 会長 

都筑区社会福祉協議会 会長 

都筑区保護司会 相談役 

部会員 小林 逹夫 都筑区民生委員児童委員協議会 会長 

部会員 木伏 慎治 都筑区商店街連合会 会長 

部会員 山田 美千子 都筑クラブ 会長 （現：名誉会長） 

部会員 栗林 一夫 都筑軽音楽文化協会 会長 （現：顧問） 

事務局 総務課、区政推進課、地域振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 開催実績 

       令和５年９月２８日、令和５年１１月２０日、令和５年１２月１８日、令和６年３月６日、 

令和６年７月３日、令和６年９月１８日、令和６年１０月９日、令和７年２月２５日 【計 8 回】 

 

  イ 区の推進体制 

      区役所一丸となって周年事業を進めるための組織として、区長を本部長とする「区制 30 周年

庁内推進本部」を設置。また、周年を記念した各取組を推進するための庁内横断的な組織として

「庁内部会」を設置。 

（ア） 区制 30 周年庁内推進本部 

   ＜構成＞ 

        本 部 長：区長 

副本部長：副区長、消防署長、センター長、センター担当部長、土木事務所長 

        本 部 員：全課長級職員 
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        ＜設置期間＞ 

        令和５年６月 29 日 ～ 令和７年３月 31 日 

      ＜開催実績＞ 

令和５年７月４日、令和５年 10 月 31 日、令和５年 12 月 12 日 

令和６年２月６日以降は２週間に１回の頻度で定期開催 【計 22 回】 

 

（イ） 庁内部会 

   ＜構成＞ 

部会① （記念動画） 戸籍課、税務課 

（庶務）区政推進課 

部会② （小学校関連の取組） 生活衛生課、税務課、こども家庭支援課 

（庶務）総務課 

部会③ （伝統芸能ワークショップ） 高齢・障害支援課、こども家庭支援課、保険年金課 

（庶務）地域振興課 

部会④ （スタンプラリー） 福祉保健課、生活支援課、都筑土木事務所 

（庶務）区政推進課、地域振興課 

       ＜設置期間＞ 

        令和５年 12 月 18 日 ～ 令和７年３月 31 日 

 

(５) ロゴマーク・キャッチフレーズ                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 認知しやすく、読みやすい文字の配置で表現し、区の

花であるサクラソウで飾りつけしたデザインを周年事

業のロゴマークとしました。 

▶ このロゴマークは、令和５年９月２５日から１０月２０

日までの約１か月間実施した区民投票で、総票数

16,970 票のうち最も票数を集めたデザインです。 

▶ ロゴマークに沿えたキャッチフレーズは、都筑区制

30周年記念事業部会と都筑区が協議し、過去から現

在へと紡いできた区の歴史や魅力を未来へとつな

げ、“もっと都筑を好きになる”機会になってほしいと

いう思いをこめ、「そして未来へ」に決定しました。 

▶ ロゴマークのデザインは、令和５年１１月３日に開催さ

れた「第 29 回都筑区民まつり」の場で区民の皆様に

お披露目しました。 

区民まつりでのお披露目の様子 

5



(6) 経費                                                              

  ア 都筑区ふるさとづくり委員会 

3,000,000 円（令和 6 年度予算） 

【主な用途】 都筑区制 30 周年記念動画の作成（100 万円）、 

学校関連の取組（装飾物の作成）（100 万円）の主催事業の他、 

都筑区ふるさとづくり委員会が共催で実施する事業等 

 

イ 区づくり推進費 

（ア） 令和５年度決算  

3,412,420 円 

【主な用途】 ロゴマークの制作、特設サイトの開設、記念グッズの制作 

(イ) 令和６年度予算  

  7,875,000 円 

【主な用途】 記念式典の開催、特設サイトの運用、キッズスタンプラリーの開催 

 

 

 

２ 主な取組                                                

（１） 都筑区ふるさとづくり委員会による事業                                                   

ア 第 30 回都筑区民まつり 

   区制 30 周年記念ブースの設置による広報、ガーランドやちらし 

などの装飾による PR など、30 周年を記念した区民まつりを開催

し、約 11 万人（※主催者発表）にご参加いただきました。（11 月） 

区民まつりでは、都筑を好きになっていただく機会として、 

「都筑愛」や 30 周年ロゴマークを活用し、ふるさと意識の醸成に 

つなげました。 

 

イ 区制 30 周年記念動画の制作 

都筑区の区制 30 周年までの変遷を振り返り、これまで中心 

となって活躍してきた方々の想いを記録した記念動画を作成し、     

地域の子どもたちなどこれから活躍する若い世代の未来への 

希望を地域で共有しました。（11 月） 

 

 

記念動画 

区民まつりの様子 
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ウ 小学校と連携した取組（装飾物の作成） 

区制 30 周年を子どもたちと共に祝えるよう、夏休みの課題 

（宿題）の一環として、小学生から都筑区にまつわる絵を募集しま 

した。732 点の作品を提出していただき、それをもとにガーランド    

（連続旗）を作成し、都筑区総合庁舎で展示しました。（11～12 月） 

 

エ 区制 30 周年記念事業レガシー【※詳細は３１ページ参照】 

 記憶に残り未来につながる区制 30 周年のレガシーとして、      

多くの方の目に触れ、ご利用いただける場所にベンチを設置し、 

寄附しました。 

 

 

（２）区づくり推進費等による事業                                                              

ア 広報よこはま区制 30 周年特別号 

   写真と人口推計で見る都筑区の 30 年の歩み、都筑区誕生 

 と同じ年に開校した区内小学校の子どものインタビューなど、 

区制 30 周年を記念した広報よこはま特別号を発行し、区民 

の皆様に都筑区が区制 30 周年を迎えることを広くお知らせ 

しました。（１月） 

 

イ 都筑区制 30 周年記念デザインマンホール 

   区制 30 周年記念ロゴマークをデザインした下水道のマンホール蓋

を、センター南駅前から区役所の間や、センター北駅前の計 12 か所に 

設置しました。（２月） 

 

ウ 彩（いろどり）のガーランド 

   手で持てる大きさのガーランドを作成し、自治会町内会や都筑区商店

街連合会、区民利用施設等に配布しました。作成したガーランドは、壁面

への貼付のほか、記念撮影に使用いただきました。（６月） 

 

エ 子どもたちが学ぶ伝統楽器体験ワークショップ 

    地域に根づく伝統文化の共有と次世代への継承という観点から、    

和楽器（琴・小鼓・琵琶・口琴）体験と本格的な演奏の鑑賞ができる    

ワークショップを都筑区在住・在学の小・中学生（69 人参加）を 

対象に横浜市歴史博物館で開催しました。（９月） 

 

展示の様子 

ベンチ 

区制 30 周年特別号 

ガーランドを掲示した様子 

設置されたマンホール 

当日の様子 
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オ my つづき Instagram キャンペーン 

   都筑区での日常、都筑区につながることについて、ハッシュタグ 

「#my つづき」をつけて Instagram で投稿いただくキャンペーンを 

開催し、2,271 人にご参加いただきました。（７～12 月） 

実施にあたっては、区内障害者支援施設のカプカプ川和にロゴの題字

作成を依頼したほか、区に縁ある企業様による御協賛品、区内障害者支

援施設のお菓子等を景品にするなど、区の地域資源を活用しました。 

 

 カ 都筑区制 30 周年記念式典 

     都筑区のまちづくりに尽力された区民への感謝の機会として式典を開催しました。式典は二部

制で行い、第一部では区民栄誉賞等の表彰式や感謝状の贈呈式、第二部では劇団かかし座による

多世代の人が楽しめる公演を行いました。（11 月） 

     受賞者の皆様への記念品として、区からは盾や記念メダル等を、都筑区ふるさとづくり委員会

からはメイドインつづき参加企業（※）が制作したランタンを記念品として贈呈しました。 

※都筑区内に立地し、独自の技術で躍進するものづくり企業（製造業）の販路拡大や企業間交流

を促進するため、2010 年から都筑区役所が選定している企業グループ 

   【被表彰者】 

＜区民栄誉賞＞ ＜区政功労賞＞ ＜感謝状＞ 

・栗原 靖 様 ・村田 輝雄 様 ・金澤 翔子 様 

・斉木 和夫 様 ・岩嶋 伸幸 様 ・一般社団法人  

横浜市都筑区医師会 様 ・栗林 一夫 様 ・水野 恭一 様 

 ・山田 美千子 様  

 

  

 

 

 

 

 

キ 都筑区制 30 周年記念給食における記念品の配付（若手職員による庁内プロジェクト） 

  区内市立小学校（※）において、区内産の小松菜を使用した

区制 30 周年記念給食「つづきあいちゃんカレー」を実施す

るとともに、区内市立小学校の全校児童に若手職員による庁

内プロジェクトが考案した記念品（オリジナル給食袋）を配付

しました。（11～12 月） 

※給食室の改築を予定していた川和小学校を除く 

記念式典の様子 劇団かかし座による公演の様子 

記念給食・オリジナル給食袋 

記念品 

キャンペーンロゴ 
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３ 地域・団体等による振り返り                                      

（１） 取組の成果                                                                      

   ア 周年記念関連イベント参加者数 

      ＜第 30 回都筑区民まつり＞ 

開催期間 令和６年 11 月３日    参加者数 110,000 人（主催者発表） 

協   賛 116 社  （※詳細は P.32 参照）     

参加団体 71 団体 （※詳細は P.33 参照） 

 

 ＜小学校と連携した取組（装飾物の作成）＞ 

開催期間 令和６年 10～12 月    応募数 732 点 

協   力 区内市立小学校 22 校 

 

 ＜都筑区制 30 周年記念動画＞ 

開催期間 令和６年 11 月９日    視聴回数 1,149 回（令和７年２月 18 日時点） 

出   演 吉野 富雄 様（都筑区連合町内会自治会会長） 

       木伏 慎治 様（都筑区商店街連合会会長） 

       山田 美千子 様（都筑クラブ名誉会長） 

       村田 輝雄 様（都筑区懇話会会長） 

       田丸 恵美子 様（都筑区民生委員児童委員協議会副会長） 

       平柳 びおら 様（学校・地域コーディネーター） 

       沈 琳 様（二胡演奏家） 

       蝶野 正洋 様（プロレスラー） 

       横浜ビー・コルセアーズの皆様（プロバスケットボールチーム（B.LEAGUE B1 所属）） 

       トルステン クナーブ 様（東京横浜独逸学園長） 

       石田 陸 様（NPO 法人 H＆K・理事長） 

中尾 文枝 様（NPO 法人 H＆K・理事） 

ベアレント ヴォルフガング 様（吾妻山公園愛護会会長） 

角田 ベアレント ゆう子 様（センター北・中川中央町内会副会長） 

 

  イ 区制 30 周年記念ロゴマークの使用 

    受付期間 令和 5 年 12 月 1 日～令和 6 年 12 月 31 日  

 申請件数 68 件 （※詳細は P.25 参照） 
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（2） 取組の効果                                                                     

都筑区制 30 周年記念事業部会の部会員により、次のとおり振り返りを行いました。 

区制 30 周年のお祝いの年に立ち会うことが出来たことは、私にとって大切な記憶となりました。 

都筑区役所の皆様が縦割りでなく、「チーム都筑」で一丸となって取り組まれたことが行政の新しい

在り方を示していると思います。重ねて企業、商店街、関係諸団体、地域がそれぞれ都筑愛に溢れた

取組をしてきました。 

特に心に深く残っているのは、30 周年を祝って子どもたちが描いたガーランドです。区役所１階

のホールいっぱいに、子どもたち一人一人の思いが繋がって飾られた光景に涙が出そうでした。   

描いてくれたある女の子が「ママも３０歳だよ！同じだね。」と教えてくれたとき、キャッチフレーズ

「そして未来へ」の本当の意味に気が付きました。子どもたちは都筑区と共に歳を重ね、未来の都筑

区を生きていきます。まさに未来のふるさとづくりです。 

都筑区ふるさとづくり委員会のメンバーとして誇らしいです。ありがとうございました。 

都筑区連合町内会自治会 副会長（地域活性担当部会長）  横手 美枝子 

平成６年、区の特性を活かした目標「都市の快適性・人のぬくもりを実感する新しい生活文化都市」

が掲げられ、そこから港北ニュータウン区域の開発も進み、都筑区は区制３０周年を迎えました。 

都筑区ふるさとづくり委員会では１年以上前から事業部会を立ち上げ、区役所内の庁内部会と共

に議論を重ね、周年事業を実施できたのはよかったと思います。 

特に、区内に昔からある伝統文化を体験する「子どもたちが学ぶ伝統楽器体験ワークショップ」や、

「小学校と連携したガーランド作成」では、これからを担う子どもたちに区の魅力を伝えることができ

ました。 

今後の区民まつりや周年事業は、都筑区ふるさとづくり委員会を中心に議論を行うと思います

が、中学生、高校生が参加し、それぞれの目線で知恵を出し合って共に検討していく形も良いと思い

ます。また、区民まつりは、今後も地域や地元企業が参加する都筑区の特色あふれる形式が良いと思

います。すべての皆様に感謝、感謝しています。 

都筑区懇話会 会長/都筑区連合町内会自治会 相談役/ 

都筑区社会福祉協議会 会長/都筑区保護司会 相談役  村田 輝雄 

30 年という月日は都筑の歴史から考えればほんの僅かかもしれませんが、30 年前にこの歴史あ

る地に区が誕生したことをとても意義深く思います。 

今回の周年事業は、「ロゴマークの選定」「子どもたちによるガーランド作成」、区の魅力を存分に活

かした「てくてくスタンプラリー」「劇団かかし座による記念公演」など、区民参加型を重視しており、

多くの事業で「区民による 30 周年」を感じることができたのではないでしょうか。 

事業の実施にあたっては、区長をはじめとする区役所の皆さんの熱い思いが伝わってきました。 

ありがとうございました。私自身も都筑区制 30 周年記念事業部会の中で、微力ではありますが企画

等に携わることができ、大変感謝しておりますと同時に、今後も区政発展に向け力になれたらと思い

ます。 

都筑区民生委員児童委員協議会 会長  小林 逹夫 
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都筑区誕生から 30 年にあたり、商店街の歴史を振り返ると、当初は区内に 12 カ所あった商店街

は時代とともに減少し、現在は 7 カ所となりました。 

商店街を維持していくことは難しいこともありますが、今回、それぞれの商店街が区制 30 周年記

念事業として、近隣の大型店と協力したイベントの開催や、商店街同士で連携した「恐怖のハロウィン

バスツアー」、「星空のコンサート」などのイベントを行い、商店街でもお祝いの雰囲気を感じることが

できるよう、様々な企画を実施し、都筑区全体を盛り上げました。 

これからも、横浜市内唯一の都筑区商店街連合会公式マスコット「つづきたいちゃん」を中心に、商

店街から都筑区全体を盛り上げ、都筑区に住む皆さんが「住んでよかった」と思える街にしていきた

いです。 

都筑区商店街連合会 会長  木伏 慎治 

周年事業には、区制 10 周年時から協力させていただいていますが、今回の 30 周年は都筑区制

30 周年記念事業部会の場で率直かつ活発に意見交換ができ、その意見を踏まえて事業を実行した

区制 30 周年庁内推進本部との連携もスムーズに行えたことで、今後の周年事業の礎になるものに

なったと思います。 

特に、「区制 30 周年記念動画」では、出演している区民の方々が元気に話す声に、都筑区の明る

い未来を感じました。また、「第 30 回都筑区民まつり」のステージ最後のプログラムでは、“都筑愛”

と書かれた大きなパネルの前で、小さな子どもから大人まで大勢の人が大きな輪となって「都筑音

頭」や「ニュータウン音頭」を踊り、笑顔で盛り上げてくれた姿が印象的でした。“都筑愛”をもつ区民

がたくさんいることや、都筑区の文化が未来へと継承されていることを実感できる、記憶に残る取組

となりました。 

都筑クラブ 名誉会長  山田 美千子 

今回の区制 30 周年事業を過去の周年事業と比較し感じたことは、過去の周年事業を含む各行事

は「大人目線の企画運営」になっていなかっただろうか、ということです。 

多世代、特に多くの子どもが参加できる事業ができないか、都筑区制 30 周年記念事業部会で模索

していたところ、区役所内に庁内横断的に部会が設置され、事業部会との活発な意見交換により、

色々な切り口から多くのアイデアが生まれました。 

その中で、多くの子どもが参加した「区役所ホールに展示したガーランド」、「子どもたちが学ぶ伝

統楽器の体験ワークショップ」、「キッズスタンプラリー」、「キッズ・学童作品展」、「エコ活フェア」は、事

業コンセプト「未来を描く」を体現し、周年事業を大いに盛り上げた取組であったと思います。 

今回のような子ども参加型の行事は、過去の周年事業にはほとんど無く、今後の周年事業や区民

まつり等においても参考になると感じました。 

都筑軽音楽文化協会 顧問  栗林 一夫 
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４ 都筑区役所による振り返り                                       

（１） 取組の成果                                                                       

ア 周年記念関連イベント参加者数 

  【主なイベント※】  

  ※参加者数が多かった事業、企業等による御協力・御協賛をいただいた事業を一部抜粋して掲載。 

＜ｍｙつづきＩｎｓｔａｇｒａｍキャンペーン＞ 

開催期間 令和６年 7 月 26 日～12 月 31 日    参加者数 2,271 人 

協   賛 株式会社横浜ビー・コルセアーズ/ 一般社団法人 F・マリノススポーツクラブ/ 

            株式会社横浜 DeNA ベイスターズ/ IKEA 港北（現：IKEA 横浜）/ 

 JA 横浜/ ボッシュ株式会社 

題字制作 カプカプ川和   景品制作 アスタ荏田/ ショコラボ 

 

＜子どもたちが学ぶ伝統楽器体験ワークショップ＞ 

開催期間 令和６年 9 月 23 日    参加者数 69 人 

共   催 横浜市歴史博物館      

主   管 都筑民家園（NPO 法人都筑民家園管理運営委員会） 

協   力 ライフアートユニオン/ シルクロード能楽会/ （一社）日本和楽器普及協会 

 

＜区制 30 周年記念キッズスタンプラリー＞ 

開催期間 令和６年 10 月 26 日～11 月 30 日   参加者数 4,000 人  

協   賛 岩崎造園株式会社/ 株式会社横浜 DeNA ベイスターズ/ 株式会社ジョイサポ 

         社会福祉法人こどもの国協会/ 一般財団法人横浜市交通局協力会/ 都筑消防署 

 

 ＜つづきてくてくスタンプラリー＞ 

開催期間 令和６年 11 月 1 日～11 月 30 日    参加者数 427 人 

協   賛 株式会社横浜ビー・コルセアーズ/ 一般社団法人 F・マリノススポーツクラブ/ 

株式会社横浜 DeNA ベイスターズ/ 新横浜公園/ 都筑消防署/ 横浜市交通局 

 

＜都筑区制 30 周年記念式典＞ 

  開催期間 令和６年 11 月９日    参加者数 450 人 

共   催 都筑区ふるさとづくり委員会   公演 劇団かかし座 
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イ 区制 30 周年記念特設サイト 

  区制 30 周年関連イベントのお知らせや都筑区の 30 年の歩みの紹介等を目的として、開設・運

用した「区制 30 周年記念特設サイト」の総 view 数は、49,237 でした。 

運用期間 令和６年１月１日～12 月 31 日    総 view 数 ４９，２３７ 

 

ウ my つづき Instagram キャンペーン当選者アンケート結果 （当選者 300 名対象） 

「キャンペーンを通じて初めて知った都筑区の魅力があったか」という設問に対し、93.9％の方

から「あった」という回答をいただきました。 

 

（2） 取組の効果                                                                       

 都筑の歴史や人、地域資源等を区民の皆様に伝える機会として、「そして未来へ」というキャッチ

フレーズのもと、周年事業コンセプトの３つの軸（過去を訪ねる / 今を知る / 未来を描く）それぞれ

の視点から「都筑愛」の醸成につながるよう、取組を実施しました。 

 

  ■ 過去を訪ねる 

     都筑区の 30 年の歩みなどを掲載した「広報よこはま区制 30 周年特別号」の発行をはじめ、 

伝統楽器体験ワークショップ、区制 30 周年記念基調講演「都筑区の緑道の設計者がその 

原点と今後への思いを語る」の開催を通じ、区をつくり上げてきた人たちの思いや歴史、地域 

に根付く伝統文化を区民の皆様に感じていただくことができました。 

■ 今を知る 

   都筑区民まつりやつづき人（びと）交流フェスタ、～福祉農園～障害者と地域の共生フェスタ、 

DE＆I フェスティバル等のイベントを通じて都筑区で活躍する様々なひと、団体、企業等の活動 

や魅力を共有することができました。 

また、SNS やスマートフォン等のデジタルツールを活用した、つづきてくてくスタンプラリーや

my つづき Instagram キャンペーンなどの取組を通じて、地域や区との関わりが少ない方を含

めた多くの方に対し、豊かな自然環境等の都筑区の魅力を知っていただくことができました。 

■ 未来を描く 

     周年記念ロゴマークの区民投票をはじめ、「キッズ」・「学童」作品展、区制 30 周年記念給食等の

機会を活用し、都筑区の未来を担う子どもたちに「自分たちが住んでいる都筑区」について考えて

いただく機会を創出することで、区に愛着を持っていただくきっかけとしました。 

また、書家 金澤翔子さんによる「都筑愛」の書や、Instagram キャンペーンを通じて創出した

「#my つづき」など、次世代につなぐ新たなレガシーを創出しました。 

 

周年事業をきっかけに生まれた地域や企業、団体等とのつながり、ふるさと意識につながる新たな

魅力を次世代へ引き継ぎ、「住み続けたいまち」の実現に向けて引き続き取り組みます。 
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５ 事業全体の振り返り（総括）                                       

区制 30 周年記念事業には、都筑区連合町内会自治会の会長、都筑区ふるさとづくり委員会の委

員長として携わらせていただきました。都筑区ふるさとづくり委員会として小学校と連携した取組み

や記念動画など、各事業を実施したほか、「地域に役立ち、30 周年のレガシーとなるものを未来へ残

したい」と思いを込めてベンチ６台を都筑区へ寄贈いたしました。子どもから大人まで多くの方にご

参加いただき、改めて区民の皆さんの「都筑区を愛し、誇りに思う気持ち」に触れた１年でした。御協

賛をいただいた企業、団体、区民の皆様には厚く御礼申し上げます。 

平成６年 11 月６日、人口 11 万９千人のまちとして誕生した都筑区は、港北ニュータウンの造成

工事は終わっていたものの、区の総合庁舎もない状況でした。それから 30 年、今では人口 21 万５

千人の立派なまちに成長しました。 

周年事業のキャッチフレーズ「そして未来へ」のとおり、子供から大人が参加して「ふるさと つづ

き」と呼べるまちづくりの実現をめざして、各町内会自治会をはじめ、地域の皆様と連携して、安全

安心、住みたいまち、住み続けたいまちにして、より一層素晴らしい都筑区となるよう、引き続き、御

支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

都筑区ふるさとづくり委員会 委員長 

都筑区ふるさとづくり委員会 都筑区制 30 周年記念事業部会 部会長 

都筑区連合町内会自治会 会長 吉野 富雄 

港北ニュータウン開発事業により、緑道や公園、農地などの豊かな自然環境を保全するとともに、

駅前を中心に商業施設や公共施設が集約された都筑区は、都市と自然が調和したまちとして発展し

てきました。 

これまで区の発展にご尽力いただいた皆様に感謝を伝える機会として開催した「都筑区制 30 周

年記念式典」では、区民栄誉賞・区政功労賞の表彰と感謝状の授与を行うとともに、区の 30 年の変

遷とこれまで中心となって活躍していただいた方々の想いを記録した「区制 30 周年記念動画」を上

映し、改めて区の発展に多大なご貢献をされた方々への思いを馳せるとともに、今なおまちづくりに

ご尽力いただいている皆様に深い感謝を感じました。 

３０周年記念事業部会の皆様による振り返りにもあるとおり、「そして未来へ」をキャッチフレーズ

とした今回の事業では、未来を担う子どもたちの笑顔をたくさん見ることができました。今回の取組

をレガシーとして未来へ引き継ぎ、これからも区民・団体・企業の皆様と協働・共創しながら、「つなが

り・活力と魅力・安心を実感できるまち ふるさと都筑」を目指して、まちづくりを進めてまいります。

引き続き、御支援と御協力を賜りますようお願いいたします。 

都筑区長 佐々田 賢一 
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６ 資料集                                                

（１） 取組一覧                                                                      

ア 都筑区ふるさとづくり委員会による事業 

取組名 時期 取組内容 

小学校と連携

した取組（装飾

物の作成） 

10～12 月 

区制 30 周年を子どもたちと共に祝え

るよう、夏休みの課題（宿題）の一環とし

て、小学生から都筑区にまつわる絵を募

集しました。732 点の作品を提出してい

ただき、それをもとにガーランド（連続

旗）を作成し、都筑区総合庁舎で展示しま

した。 

 

第 30 回都筑

区民まつり 
11 月３日 

区制 30 周年記念ブースの設置による

広報、ガーランドやちらしなどの装飾に

よる PR など、30 周年を記念した区民

まつりを開催しました。 

区民まつりでは、都筑を好きになって

いただく機会として、「都筑愛」や 30 周

年ロゴマークを活用し、ふるさと意識の

醸成につなげました。 

 

都 筑 区 制 30

周年記念動画 
11 月９日 

都筑区の区制30周年までの変遷を振

り返り、これまで中心となって活躍して

きた方々の想いを記録した記念動画を

作成し、地域の子どもたちなどこれから

活躍する若い世代の未来への希望を地

域で共有しました。 

 

区制 30 周年

記 念事 業 レ ガ

シー 

－ 

 記憶に残り未来につながる区制 30 周

年のレガシーとして、多くの方の目に触

れ、ご利用いただける場所、区内６カ所

に記念プレートとともに、ベンチを設置

し、寄附しました。（※詳細は31ページ参

照） 

 

 

 

 

 

イメージ 
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イ 区づくり推進費等による事業 

取組名 時期 取組内容 

広報よこはま 

区制 30 周年

特別号 

１月１日 

写真と人口推計で見る都筑区の30

年の歩み、都筑区誕生と同じ年に開校

した区内小学校の子どものインタビュ

ーなど、区制30周年を記念した特別

号を発行しました。 

 

区制 30 周年 

令 和 ６ 年 都 筑

区賀詞交換会

及び都筑区消

防出初式 

１月６日 

区民相互の賀詞の交換と交流を深

めるために実施する賀詞交換会の場

で区制30周年の開始を周知したほ

か、参加者の皆様に30周年記念カレ

ンダーを配布しました。 

また、消防出初式では、例年実施し

ている式典や消防総合訓練のほか

に、30周年を記念して横浜市消防音

楽隊の演奏、ポートエンジェルス119

演技、子ども向けの防災イベントを開

催しました。 

 

区制 30 周年

記念特設サイト 
１～12 月 

区制30周年関連イベント等のお知

らせや都筑区の30年の歩みを紹介す

るホームページを開設・運用しました。

（総view数：49,237） 

サイトには、４年10月から５年７月

まで募集した「都筑フォトコンテスト」

の応募作品を散りばめ、都筑区の魅

力が伝わるサイトに仕上げました。 

 

区制 30 周年

啓発グッズ等 
１月～ 

区制30周年を知っていただき、よ

り多くの方と共にこの節目の年を祝

えるよう、ロゴマークを活用したポス

ターやステッカーなどの啓発グッズを

作成しました。 

 

都 筑 区 制 30

周年記念カレン

ダー 

１月 10 日 

５年に開催した都筑フォトコンテス

トの入賞作品７点を使用した、都筑ら

しさがあふれるカレンダーを賀詞交換

会等で配布するとともに、ホームペー

ジで公開しました。 
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都筑区人権啓

発講演会 
１月 24 日 

平成29年都筑区民まつりで「翔」を

揮毫していただいた、書家の金澤翔子

さんと、母親の金澤泰子さんを講師と

してお招きし、都筑区人権啓発講演会

を開催しました。（参加者数：447人、

オンライン視聴：303人） 

また、区制30周年を記念して、金

澤翔子さんに「都筑愛」の書を提供い

ただきました。 
 

都 筑 区 制 30

周年記念デザ

インマンホール 

２月 13 日 

区制30周年記念ロゴマークをデザ

インした下水道のマンホール蓋を、セ

ンター南駅前から区役所の間や、セン

ター北駅前の計12か所に設置しまし

た。 

 

つづき あいパ

ネル展・つづき 

あいフォーラム 

２月 15 日～

21 日/ 

２月 17 日 

パネル展では、都筑区と都筑区地域

福祉保健計画のあゆみについてパネ

ルを展示しました。また、都筑区の未

来に向けてのメッセージを集めまし

た。 

フォーラムでは、災害時でも助けあ

える都筑区をテーマにトークセッショ

ンを行いました。（参加者数：160人） 

 

つ づ き 人 （ び

と）交流フェス

タ 

２月 24 日～

28 日 

つづき人交流フェスタの30周年企

画として、トークセッションを実施しま

した。５つの団体のパネリストが、30

周年のキャッチコピーにある「そして

未来へ」にちなみ、地域活動に触れた

きっかけや都筑愛について語りまし

た。（参加者数：パネル展47団体、ワ

ークショップ20団体、交流会40名） 

 

 

エコ活フェア ３月２日 

区民一人ひとりが温暖化対策の重

要性を認識し、自然と環境にやさしい

行動をとるライフスタイルの定着を目

的として、親子を対象とした体験型環

境イベントを開催しました。（参加者

数：200人） 

区制30周年を記念し、都筑の未来

のために取り組むエコな行動にシール

を貼ってもらう特別企画を実施しまし

た。 
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季節の魅力 PR

動画「めぐる季

節 に 出 会 え る

都筑」 

４月 16 日 

区制30周年を迎えるにあたり、季

節の風景や地域でのにぎわいの様子

をまとめた動画を作成しました。 ま

た、区ウェブページでは動画内で登場

する公園やイベントの紹介を掲載しま

した。 

 

都筑区民児協

30 周年記念パ

ネル展 

５月９日～15

日 

５月12日の「民生委員・児童委員の

日」に合わせて、区民児協30周年の

パネル展を実施しました。例年行って

いる各地区での活動紹介に加えて、

30年間活動されている委員のインタ

ビューや、区民児協30年の歴史をま

とめた展示を行いました。（来場者数：

820人） 

 

都筑区水と緑

の散策マップの

リニューアル 

６月３日 

区制20周年を記念して「都筑区水

と緑の散策マップ作成検討会」の皆様

と協力し作成した「都筑区水と緑の散

策マップ」をリニューアルしました。今

回の改訂では、地域の皆様にご協力

いただき、写真や名所の更新等を行

いました。 

 

彩（いろどり）

のガーランド 
６月 

手で持てる大きさのガーランドを

作成し、自治会町内会や都筑区商店

街連合会、区民利用施設等に配布しま

した。作成したガーランドは、壁面へ

の貼付のほか、記念撮影に使用いた

だきました。 

 

2024 親子で

楽しむ！健口

フェスティバルi

n TSUZUKI 

６月 16 日 

区制30周年を記念し、ノースポー

ト・モールを会場に、都筑区役所と都

筑区歯科医師会がノースポート・モー

ル、無印良品ノースポート・モール港北

と連携し、親子で楽しみながらお口の

健康について考えるイベントを大規模

に開催しました。（参加者数：400人） 
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令和６年度 

都筑区防災・減

災講演会 

７月３日 

区民一人ひとりの防災意識向上の

ため、防災・減災講演会を開催しまし

た。 

講師として特定非営利活動法人日

本トイレ研究所の加藤篤様にご登壇い

ただき、災害時のトイレ問題について

お話しいただきました。（参加者数：

260人） 

 

区制 30 周年

記念基調講演

「都筑区の緑道

の設計者がそ

の原点と今後

への思いを語

る」 

７月６日 

都筑区の緑道の設計者である上野

泰様に当時の緑道の設計思想や、今

後の活性化と活用等の内容で講演い

ただきました。（参加者数：186人） 

 

my つづき

Instagram キ

ャンペーン 

7 月 26 日～

12 月 31 日 

都筑区での日常、都筑区につなが

ることについて、ハッシュタグ「#my

つづき」をつけてInstagramで投稿

い た だ く キ ャ ン ペ ー ン を 開 催 し 、

2,271人にご参加いただきました。 

実施にあたっては、区内障害者支援

施設のカプカプ川和にロゴの題字作

成を依頼したほか、区に縁ある企業様

による御協賛品、区内障害者支援施

設のお菓子等を景品にするなど、都筑

区の地域資源を活用しました。 

 

はま菜ちゃん

料理コンクール

「都筑区長賞」 

７～12 月 

例年、市内小学生を対象に、指定さ

れた野菜を使った給食レシピを考案し

てもらう「はま菜ちゃん料理コンクー

ル（みどり環境局主催）」において、通

常の入賞作品６作品に加え、区制30

周年を記念して「都筑区長賞」を設け

ました。 

審査の結果、「コマツなんちゃってチ

ンジャオロース」を考案した都田西小

学校３年生が受賞し、受賞児童に表彰

状及び副賞を贈呈しました。入賞レシ

ピは今後、区内の学校給食での提供

を検討しています。 
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食中毒キャンペ

ーン 
７月 31 日 

生活衛生課と都筑区食品衛生協会

は、区民の皆様に食品衛生に関心を

もっていただけるよう「食中毒予防キ

ャンペーン」を実施しています。 

モザイクモール港北にて食肉を十

分に加熱することや、よく手を洗うこ

となどについて呼びかけを行いまし

た。 

 

みゃーごとちゅ

ーずのおでか

け図書館 

８月 15 日 

都筑図書館と都筑区役所が協力

し、区内の各所に出向いて本 の魅

力を伝える「みゃーごとちゅーずの

おでかけ図書館」をららぽーと横浜

で開催しました。図書館司書やボラ

ンティアの方によるおはなし会も行

い、多くの方に足を運んでいただき

ました。 

 

都筑消防団活

動写真展 

８月 23～28

日 

都筑区の発足とともに組織し、区民

の皆様の安全・安心を日夜守っている

都筑消防団の活動を紹介するため、

写真展を開催しました。 

 

都筑郵便局と

の連携による

区制 30 周年

PR ステッカー 

8 月 26 日～

12 月 31 日 

日本郵便株式会社都筑郵便局と連

携し、都筑区制30周年及びGREEN

×EXPO 2027のPRのため、都筑郵

便局が保有する全ての郵便車両にオ

リジナルステッカーを貼付しました。 

 

横浜ビー・コル

セアーズと連携

した PR 

8 月 27 日 

横浜ビー・コルセアーズの須藤 昂

矢（すどう こうや）選手に一日区長に

就任していただき、都筑区制30周年

を一緒に盛り上げていただきました。 

 

「キッズ」・「学

童」作品展 

９月 12～16

日 

放課後キッズクラブ・児童クラブを

利用するこどもたちの作品を展示し

ました。都筑区制30周年を記念して

「私たちの都筑区」をテーマに、多くの

作品を制作いただきました。 
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子 ど も た ち が

学ぶ伝統楽器

体験ワークショ

ップ 

９月 23 日 

地域に根づく伝統文化の共有と次

世代への継承という観点から、和楽器

（琴・小鼓・琵琶・口琴）体験と本格的

な演奏の鑑賞ができるワークショップ

を都筑区在住・在学の小・中学生（69

人参加）を対象に横浜市歴史博物館

で開催しました。 

 

都筑区制 30

周年記念 最長

寿ペット表彰式 

９月 26 日 

動物愛護及び適正飼育について区

民の皆様に理解と関心を深めていく

ため、毎年「動物愛護週間」として啓発

事業を行っています。今回、区制30

周年を記念して、最長寿ペットの表彰

式を開催しました。 

 

都筑区ピンクリ

ボンキャンペー

ン 

10 月 5 日 

（10 月１日～

10 月 31 日） 

都筑区制 30 周年を記念し、ららぽ

ーと横浜よりイベントスペースの無償

貸与を受け、施設内のイベントスペー

スで、乳がんしこり体験やパネル展示

をしました。（参加者数：105 人） 

また、10月のピンクリボン月間に合

わせて、都筑区役所や関係機関、関係

団体が衣類や小物にピンク色のもの

を取り入れるサムシングピンクの取組

を行いました。（参加団体：８団体） 

 

都 筑 区 制 30

周 年 記 念 キ ッ

ズスタンプラリ

ー 

10 月 26 日

～11 月 30

日 

都筑区内の子育て支援関連施設

（子育て支援センターPopola、市立

保育所、子育てひろば、こどもログハ

ウス等）を巡るスタンプラリーを開催

しました（参加者数：約4,000人）。 

スタンプラリーをきっかけとして区

内に多数ある施設を知り、利用してい

ただくことで、地域で安心して子育て

ができる環境の醸成につなげました。 

 

「都筑愛」グッ

ズ 

11 月～12

月 

区制 30 周年を記念して「都筑愛」

グッズを作成し、式典等の各種行事で

配布しました。 

【グッズ】 

ステッカー/手ぬぐい/エコバック/栞 
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つづきてくてく

スタンプラリー 

11 月 1 日～

30 日 

都筑区ならではの公園・緑道を巡

り、自然あふれる魅力を再発見するス

タンプラリーを開催しました。（参加者

数:：427人）    

イベントの実施にあたっては、手軽

に参加できるよう、参加者のスマート

フォンを活用したデジタルスタンプラ

リーとしました。 

 

都 筑 区 制 30

周年記念給食

に お け る 記 念

品の配付（若手

職 員 に よ る 庁

内プロジェクト 

11 月１日 

11 月６日 

11 月 25 日 

区内市立小学校（※）において、区

内産の小松菜を使用した区制30 周

年記念給食「つづきあいちゃんカレ

ー」を実施するとともに、区内市立小

学校の全校児童に若手職員による庁

内プロジェクトが考案した記念品（給

食袋）を配付しました。（12,481個） 

※給食室の改築を予定していた川和

小学校を除く 

 

都 筑 区 制 30

周年記念式典 
11 月９日 

都筑区のまちづくりに尽力された

区民への感謝の機会として式典を開

催しました。式典は二部制で行い、第

一部では区民栄誉賞等の表彰式や感

謝状の贈呈式、第二部では劇団かかし

座による多世代の人が楽しめる公演

を行いました。 

 

都筑区庁舎ガ

ーデンのリニュ

ーアル 

11 月９日 

(第一段階) 

令和７年 

２～３月 

(第二段階) 

区制 30 周年のレガシーとして、ま

た 、 花 や 緑 と の ふ れ あ い か ら

GREEN×EXPO 2027 をより身近

に感じていただけるよう、区の花「サ

クラソウ」をはじめとした花の植栽を

行うなど、都筑区総合庁舎駐輪場上

のガーデンをリニューアルしました。 

第二段階として、区の名前を冠した

バラである「ローザつづきく」の移植

や区内小学生による花植えイベント、

誘導サインの設置を行いました。 

 

横浜ビー・コル

セアーズ 

YOKOHAMA 

CITY DAY 

「都筑区制 30 

周年記念 都筑

区応援 Day」 

11 月 10 日 

都筑区制 30 周年を迎えることを

記念し、横浜国際プールで横浜ビー・

コルセアーズ YOKOHAMA CITY 

DAY「都筑区制 30 周年記念 都筑区

応援 Day」を開催しました。（来場者

数：約 4,800 人） 
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都筑区制 30

周年記念 eco

チャレ 2024 

11 月 16 日 

区制 30 周年を記念し、区内の商業

施設や大学、メイドインつづき企業、新

鮮な横浜野菜や都筑野菜を取り扱う

企業と連携し、子どもから大人まで楽

しみながら“今日からできるエコな行

動 ” を 学 ぶ イ ベ ン ト 「 eco チ ャ レ

2024」を開催しました。（参加者数：

約 1,000 人） 

 

つづきユースフ

ェスティバル 
11 月 23 日 

青少年の自己表現機会の創出を目

的として、区内中高生が吹奏楽・ダン

ス等を披露するイベントを開催しまし

た（出演者数：約490人、来場者数：約

1,100人）。 

区民ホールにおける展示では、30

周年記念のガーランドやポスターも掲

示しました。 

 

～福祉農園～

障害者と地域

の共生フェスタ 

12 月３～５

日 

障害及び障害のある人に関する理

解を促進するため、区民ホールで共生

フェスタを開催しました。区内の障害

者施設や農福連携の取組を紹介した

パネル及び金澤翔子さんの書「都筑

愛」を展示しました。また、区制 30 周

年を記念して「つづき あい」をテーマ

に作品を募集し、フォトスポットコーナ

ーを設置したほか、自主製品の販売ブ

ースを出店しました。来場者には「都

筑愛」ステッカーを配布しました。（参

加者数：約 200 人） 

 

ドイツクリスマ

スマーケット in

都筑 2024 

12 月７～８

日 

区民とドイツの方との文化理解や相

互交流を目的として、「ドイツクリスマ

スマーケット in 都筑」を開催しました。

都筑区制 30 周年の周知のため、30

周年記念バックや都筑愛の栞を配布

しました。 
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フレイル予防・

健康づくり講演

会「いつまでも

楽しく歩こう」 

12 月９日 

「認知症と介護、歩いて予防」をテー

マに、都筑区制 30 周年を記念し、ポ

ールウォーキング開発者である杉浦

伸郎先生を講師にお迎えし、例年より

規模を拡大し、都筑公会堂にて講演会

を開催しました。講演会の前後には区

民ホールにおいて健康チェックイベン

トも同時開催しました。（講演会参加

者数：296 人） 

 

令和６年度都

筑区人権啓発

講演会 

12 月 12 日 

川村エミコさんを講師に迎え、幼少

期のいじめなどの嫌な思い出エピソ

ードをもとに、今の私が輝いていると

感じられる理由などをお話いただき、

都筑区人権啓発講演会を開催しまし

た。（講演参加者数：540 人） 

 

 

 

 

【参考】民間企業等との連携について 

民間企業等 時期 取組内容 

横浜 DeNA ベイスタ

ーズ 

<特別観戦招待日> 

５月30日 

６月４日～６日 

 

<ブース出店> 

６月４日 

神奈川県に本拠地を移転して70周年目を迎える

横浜DeNAベイスターズと、都筑区を含めた周年を

迎える県内自治体が連携し、特別観戦招待企画等を

実施しました。 

都筑区は、招待日にあわせて横浜スタジアムに区

ブースを設置するとともに、来場者にエコバッグ等の

周年グッズを配付し、多くの方に区制30周年をＰＲ

しました。 

東急不動産株式会社 

東急不動産 SC マネ

ジメント株式会社 

８月29日 

区制30 周年という節目に区としてさらなる発展

を目指し、子育て支援をはじめとする幅広い分野で

協力・連携し、地域の課題の解決やより一層の活性

化、区民サービスの向上を図るため、新たに区内の

大型商業施設「ノースポート・モール」を運営する東急

不動産株式会社、東急不動産SC マネジメント株式

会社と「つながり」「活力と魅力」「安心」を実感できる

まちの実現に向けた連携協定連携協定を締結しまし

た。 

公益財団法人横浜市

芸術文化振興財団 

（横浜にぎわい座） 

９月１日～７日 

都筑区に在住、在勤、在学の皆さんに、区民優待デ

ーとして当日券を特別価格で販売しました。 

区民優待デーでは、都筑区制30周年コーナーを設

置し、周年関連イベントのチラシ配架等による区制

30周年のＰＲを行いました。 
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三井不動産商業 

マネジメント㈱ 

（ららぽーと横浜） 

10月 

 都筑区が実施するイベントのスペースとして、らら

ぽーと横浜内のイベントスペースを無償で貸出しまし

た。 

（実施した取組） 

 ・自治会町内会加入促進パネル展 

 ・ピンクリボンイベント 

横浜マリノス株式会

社 
10月18日 

 市内で周年を迎える区を対象に、区民等の特別観

戦招待企画等を実施しました。 

横浜市ふるさと歴史

財団 

（歴史博物館） 

＜企画展＞ 

11月23日～ 

 

＜パネル展＞ 

10月25日～31日 

 都筑区及び青葉区の区制30周年を記念し、歴史博

物館が両区の歴史に係る企画展を実施しました。 

 また、企画展に先立ち、区庁舎１階区民ホールにて

パネル展を実施します。 

 

 

（2） ロゴマーク使用許可一覧                                                               

申請期間 令和５年 12 月１日から令和６年 12 月 31 日まで    

申請数   68 件 

        （内訳：自治会町内会 10 件、地域団体 37 件、地域施設 8 件、民間 13 件） 

No. 団体名 使用用途 

1 茅ヶ崎南 MGCRS 連合自治会 連合自治会内の活動内容を住民に説明するパワーポイン

トの中で、来年、都筑区が 30 周年を迎えることを、住民

に知っていただくため 

2 都筑区連合町内会自治会 自治会町内会向けの資料にロゴマークを組込むことによ

り、都筑区制 30 周年の周知及び機運醸成を図るため 

3 根岸自治会 根岸自治会定例会時の配布資料、及び回覧物等に、ビジ

ュアルな印刷物として「都筑区制 30 周年記念ロゴマー

ク」を掲載し、都筑区制 30 周年を地域の人々と共にお

祝いする取り組み 

4 池辺町連合自治会 連合自治会定例会時の配布資料、及び回覧物等に、ビジ

ュアルな印刷物として「都筑区制 30 周年記念ロゴマー

ク」を掲載し、都筑区制 30 周年を地域の人々と共にお

祝いする取り組み 

5 都筑区制 30 周年記念アマチュア

無線クラブ 

都筑区制 30 周年記念事業に合わせ、都筑区を国内、海

外にアピールするためのアマチュア無線局の開設のため 

6 ビーコルＣＵＰ実行委員会 都筑区中学校選抜第１０回ビーコルＣＵＰに使用するユニ

フォーム作製のため 
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7 都筑をガイドする会 TGA イベント「ガイドと共につづきを歩こう」の参加者に都度

『都筑区制 30 周年記念』の年であることを知らせ、共に

この記念を祝い、盛り上がりの一助になるため 

8 都筑区サッカー連盟 都筑区制 30 周年の記念大会として都筑区サッカー連盟

少年委員会が主催する少年・少女サッカー大会の賞状等

に記念マークを印刷するため 

9 新栄地域ケアプラザ 担当エリアにお住まいの地域の方に、区制 30 周年をお

知らせするため 

10 東山田地域ケアプラザ 自主事業や地域活動を行う中で区制 30 周年を祝い、

周知していくため 

11 つづき交流ステーション つづき人交流フェスタにてグループを知ってもらうため

のクイズを実施。そのクイズの設問に、ロゴマークを出題

するため 

12 都筑区連合町内会自治会 自治会町内会向けの都筑区制 30 周年記念のぼり旗に

ロゴマークを組込むことにより、都筑区制 30 周年の周

知及び機運醸成を図るため 

13 特定非営利活動法人都筑文化芸

術協会 

「都筑区制 30 周年記念イベント 五大路子『横浜ロー

ザ』」のチラシ、プログラム等の印刷物で使用し、都筑区の

30 周年を一緒に盛り上げるため 

14 都筑ダンス＆パフォーマンス実行

委員会 

【ダンス＆パフォーマンス TSU・ZU・KI 2024】のチラ

シ、パンフレットで使用し、都筑区の 30 周年を一緒に盛

り上げるため 

15 都筑区スポーツ協会 都筑区スポーツ協会が発行する印刷物等に都筑区制 

30 周年記念ロゴを印刷し、区制 30 周年の周知およ

びスポーツ協会について、認知度向上のため 

16 荏田南連合自治会 荏田南連合自治会で作成している地域カレンダーへ使用

するため 

17 国際総合企画横浜 ・都筑区の大きな節目を盛り上げる企画の一つとして、弊

社が長年実施してきた撮影イベントを区民（特に幼少期

の子どもたち）に体験してもらうため 

・ロゴマーク入りの写真や成果物（無料提供品）を通じて、

乳幼児を含む幅広い世代に「都筑区制３０周年」という認

識を広めていくため 

18 センター南商業地区振興会 センター南春まつりで使用するため 
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19 横浜 DeNA ベイスターズ ・横浜 DeNA ベイスターズ神奈川移転 70 周年と区制 

30 周年の取り組みに際してのリリースなどで使用 

・企画「球団神奈川移転 70 年目～ありがとう神奈川。こ

れからも共に。 」の取り組み～を周知するため、ポスタ

ーや映像等に利用 

20 ヘルスメイト ヘルスメイトの作成する総会資料及び印刷物への掲載を

通じて周知するため 

21 都筑区ふるさとづくり委員会 都筑区ふるさとづくり委員会の資料や区制 30 周年を

PR する事業にロゴマークを組込むことにより、区制 30 

周年の周知及び機運醸成を図るため 

22 仲町台商業振興会 仲町台商業振興会主催イベントの取り組みに際してのポ

スターや会場案内などで使用するため 

23 仲町台商業振興会 地域の記念日を仲町台商業振興会の行事やイベントを通

じた地域活性化のため 

24 みなきたマルシェ 商店街のようなコミュニケーションの場づくりをしている

「みなきたマルシェ」が、都筑区制 30 周年の機運を醸成

するために「ヨコハマコーヒーマルシェ」と初コラボをする

ことを記念して開催するため 

25 中川駅前商業地区振興会 都筑区各種商業振興会イベントで広報し積極的に活用し

都筑区制 30 周年を祝い、区民のみなさまが都筑区制

30 周年を祝うため、また都筑区制 30 周年の機運を

醸成するため 

26 都筑軽音楽文化協会 当団体の主催する「リフレッシュコンサート 2024」の PR

ツール等へロゴマークを使用するため 

27 つづき MY プラザ 当団体の主催する「はぁと de ボランティア」本コースお

よびプレコースのチラシ等へロゴマークを使用するため 

28 勝田茅ケ崎地区連合町内会 町内会資料にロゴマークを組込むことにより、都筑区制

30 周年の周知及び機運醸成を図るため 

29 都筑区サッカー連盟 都筑区制 30 周年の記念大会として都筑区サッカー連

盟少年委員会が主催する少年・少女サッカー大会の賞状

に記念マークを印刷するため 

30 都筑オーケストラ 都筑オーケストラ第 44 回定期演奏会を行うため 

31 都筑区スポーツ推進委員連絡協

議会 

都筑区スポーツ推進委員連絡協議会が第 24 回都筑区

グランドゴルフ大会において、区制 30 周年を PR する

事業にロゴマークを組込むことにより、都筑区制 30 周

年の周知及び機運醸成を図るため 

32 都筑里山倶楽部 主催している「バラまつり 2024」の案内板に使用する

ため 
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33 特定非営利活動法人都筑文化芸

術協会 

つづきジュニアストリングスコンサートのお知らせチラシ

作成のため 

34 仲町台地区センター 地域住民が参加する『こどもまつり』のご案内チラシ等に

都筑区制 30 周年記念ロゴマークを使用することによ

り、広く地域の方に都筑区制 30 周年を周知するため 

35 北山田地区センター 近隣公共施設を巡るスタンプラリー用の広報チラシ兼ス

タンプ台紙へロゴマーク使用する事で、イベント対象であ

る小学生ファミリーにも区制３０周年を周知するため 

36 仲町台地区センター 地域住民が参加する『こどもまつり』のご案内チラシ等に

都筑区制 30 周年記念ロゴマークを使用することによ

り、広く地域の方に都筑区制 30 周年を周知するため 

37 横浜にぎわい座 横浜にぎわい座九月興行「横浜にぎわい寄席」都筑区民

優待デーのため 

38 都筑区サッカー連盟 都筑区制 30 周年の記念大会として都筑区サッカー連

盟少年委員会が主催する少年・少女サッカー大会の参加

賞に記念マークを印刷するため 

39 都筑区商店街連合会総会 都筑区区商店街連合会資料にロゴマークを組込むことに

より、都筑区制 30 周年の周知及び機運醸成を図るため 

40 星空のコンサート運営委員会 第２６回 星空のコンサート（令和 6 年 8 月 31 日開催予

定）のポスター、チラシ、プログラムなどに掲載し、都筑区

30 周年を広く告知するため 

41 新栄地域ケアプラザ 第 1 回横浜市新栄地域ケアプラザ運営協議会の配布資

料に使用することで、参加者へ周知を行うため 

42 日本ゼネラルフード株式会社 ・横浜野菜を広めるため 

・SDGs に貢献するため 

43 東山田連合町内会 東山田連合町内会の「東山田納涼夏祭り」の広報等にお

いて、区制 30 周年を祝い地域の一体感と住民参加の

意欲を高めるため 

44 株式会社横浜都市みらい センター北の商業施設で共同開催するイベントについて、

告知ポスターへ 30 周年記念ロゴマーク使用するため 

45 株式会社東急モールズデベロップ

メント 

「メイドインつづき」と実施するものづくりワークショップ

「サステナブルフェア」の広報媒体に使用するため 

46 タウンセンター子育て地蔵まつり

実行委員会 

「タウンセンター子育て地蔵まつり」のチラシへの掲載す

るため 

47 茅ケ崎南ＭＧＣＲＳ連合自治会 茅ケ崎南 MGCRS 連合自治会夕涼み会のチラシや

MAP に使用するため 

48 センター南商業地区振興会 センター南イルミネーション点灯式のポスターやチラシに

掲載するため 
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49 センター南商業地区振興会 センター南秋まつりのチラシ等に掲載するため 

50 荏田南文化祭実行委員会 荏田南文化祭のチラシに掲載し、都筑区 30 周年を広く

告知していくため 

51 横浜 DeNA ベイスターズ 横浜 DeNA ベイスターズの企画である「球団神奈川移

転 70 年目〜ありがとう神奈川。これからも共に。〜」の

取り組みの一環として、周年を迎える神奈川県内自治体

の一つである都筑区と連携し、ポスターや映像による周

知でより一層お祝いムードを盛り上げていくため 

52 みなきたマルシェ 商店街のようなコミュニケーションの場づくりをしている

「みなきたマルシェ」が、都筑区制 30 周年の機運を醸成

するために「夕涼み THE BIG」の企画で「都筑クイズ」の

スタンプラリーを開催するため 

53 横浜市歴史博物館 青葉区都筑区区制 30th 記念企画展「丘のよこはま-近

代の村の歴史と暮らし-」の印刷広報物に使用するため 

54 池辺町中里自治会 自治会のチラシや定例会書類等に載せて、区制 30 周年

を地域の皆さんに知らせるため 

55 都筑区ふるさとづくり委員会 第 30 回都筑区民まつりのポスター及びパンフレットに

ロゴマークを組込むことにより、都筑区制 30 周年の周

知及び機運醸成を図るため 

56 横浜ロックサークル 横浜ロックサークルが主催する「第 30 回都筑ポップフ

ェスティバル」イベントでの配布チラシにロゴマークを使

用するため 

57 白鳥学園 都筑区の後援事業として都筑公会堂及びスキップ広場で

開催するダンス・バレエ・音楽の祭典を円滑に実施するた

め 

58 都筑オーケストラ 「都筑区オーケストラ第 45 回定期演奏会」のチラシ・ポ

スター・プログラムに印刷するため 

59 中川西地区センター ・都筑区 30 周年を祝し、同じ１１月の都筑区のイベント

として相乗効果を狙うため 

・都筑区３０周年を祝し、都筑区の歴史と緑道をたどり、

地元都筑区への愛着を深めるため 

60 NPO 法人荏田南はまっ子ランド 都筑区放課後キッズクラブ作品展にて、児童がロゴマー

クを使用した作品を作ることにより、広く児童のみならず

保護者にも都筑区 30 周年を周知するため 

61 北山田こどもクラブ キッズ・学童作品展の展示に活用するため 

62 センター南駅ピアノ運営委員会 １０月１日開催の「セン南ピアノ・コンサート」を都筑区制 

30 周年を祝うものとするため、開催場所に掲出するポ

スターと当日配布のフライヤーに掲載するため 
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63 センター中央文化祭実行委員会 近隣施設・都筑区内活動団体合同での祭開催のため 

64 東京都市大学図書館 横浜キャンパス図書館所蔵の都筑区に関連する本を館内

展示し、学生に利用を促進するため 

65 都筑区制 30 周年庁内部会 絵画展示応募者への参加賞として記念品を贈呈。その記

念品にロゴマークを印刷するため 

66 仲町台地区センター 仲町台地区センターまつりステージにおいて、都筑区クイ

ズを出題し、その中で区制 30 周年を紹介する問題の答

えとして使用し、広く周知するため 

67 横浜ビー・コルセアーズ 横浜国際プールで開催する越谷戦「YOKOHAMA 

CITY DAY 都筑区」のイベント告知画像で使用するため 

68 ポトス 就労継続支援 B 型事業所における生産活動の一部とし

て今回のマンホールのアクセサリー作りを行い、利用者に

支払う生産活動収入に充てる事や利用者と地域との繋

がりをより深める機会創出のため 

 

（3） メインビジュアル                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この報告書に記載されたイベントの参加者数については、主催者発表によるものです。 

メインビジュアルを活用した展示

（オクタルミナ） 
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都筑区制 30 周年記念ベンチの寄付について

都筑区制 30 周年を区民の皆様と一緒に祝うため、ふるさとづくり委員会と

して協賛金を募集し、都筑区懇話会、都筑区商店街連合会をはじめ、多くの企

業・団体・個人の皆さまの多大なる御協力をいただき、想定を大幅に上回る御

協賛をいただきました。地域の皆さまの都筑区への想いを感じるとともに、改

めまして御礼申し上げます。 

協賛金については、区制 30 周年記念動画の制作や小学校と連携した装飾物

（ガーランド）の作成に加えて、都筑区制 30 周年記念事業部会にて検討し、

地域に役立ち、30 周年のレガシーとなるものとして、ベンチを寄付しました。 

１ 寄付概要 

寄贈品：都筑区制 30 周年記念ベンチ ６台 

寄贈日：令和７年３月 28 日（金） 

２ 贈呈式 

令和７年４月４日（金）に吉野
よ し の

富雄
と み お

様（都筑区ふるさとづくり委員会委員長）、

村田
む ら た

輝
てる

雄
お

様（都筑区懇話会会長）、木伏
き ぶ せ

慎
しん

治
じ

様（都筑区商店街連合会会長）よ

り佐々田賢一（都筑区長）に贈呈しました。 

江川せせらぎ緑道内にて 仲町台駅前にて 

３ 設置場所 

 設置場所については、多くの区民の皆さまにご使用いただける場所として、

(1)～(3)は都筑区連合町内会自治会の皆さまより、(4)～(6)は都筑区懇話会

及び都筑区商店街連合会の皆さまに選定いただきました。 

別紙 
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(1) 山田富士公園内（横浜市都筑区北山田７丁目 付近）

(2) 鴨池公園内（横浜市都筑区荏田東３丁目 付近）

(3) 江川せせらぎ緑道内（横浜市都筑区東方町 付近）

【(1)～(3)プレートデザイン（都筑区連合町内会自治会 選定）】 
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(4) 中川駅周辺（横浜市都筑区中川１丁目 付近）

(5) センター北駅周辺（横浜市都筑区中川中央１丁目 付近）

(6) 仲町台駅周辺（横浜市都筑区仲町台１丁目 付近）

【(4)～(6)プレートデザイン（都筑区懇話会、都筑区商店街連合会 選定）】 
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【設置場所一覧概要図】 

【仕様】 

品名・品番：エフライン FL001A-SM-HS-RD 

材 質：再生木材 

サ イ ズ：W1800×D591×H750mm

重 量：80kg 

※ 各ベンチは、専用 PC 基礎（SF-00001）を用いて接地面に固定

詳細は下記 HP をご参照ください。 

（URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/tsuzuki/kurashi/kyodo

_manabi/kyodo_shien/furusatodukuri.html） 
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都筑区ふるさとづくり委員会
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